


このたび第 58回沖縄県医学検査学会学会長に任ぜ

られました宮里泰山と申します。開催に当たり皆様に

ご挨拶申し上げます。 

はじめに、新型コロナウイルス感染症の扱いが 2023

年 5月 8日より第 5類感染症に移行されましたが、現

在のところ求められる医療体制がコロナ禍前に戻る見

込みはなく、医療現場で働く皆様におかれましては依

然厳しい環境での勤務が続くと思われます。くれぐれ

もご自愛ください。 

さて、昨今のコロナ禍の社会情勢によりここ数年の

学術学会は医療に限らず、ほとんどがオンラインでの

開催でありました。本学会も例外ではなく、現地開催

は実に 3年ぶりです。今年度は令和 5年 7月 2日（日）

琉球大学医学部保健学科棟・臨床講義棟にて現地開催

のみの形式で行います。学会のテーマは「臨床検査の

リスキリング～コロナ禍を経て～」です。リスキリン

グ（Re-skilling）とは「新しいことを学び、新しいス

キルを身に付けること（一部抜粋：大辞林）」とありま

す。新型コロナ感染症の中でもオンラインツールを利

用して学術及び技師間の交流を深めてきた私達が、進

化後の再出発するにあたり相応しいテーマと考えてお

ります。特別講演は日臨技会長の宮島喜文先生より御

講演いただきます。また、教育講演には同じく日臨技

副会長の丸田秀夫先生より「タスク・シフト/シェアに

おいて臨床検査技師のなすべきこと」について御講演

いただきます。沖縄県臨床検査技師会において現在開

催中の「タスク・シフト/シェア厚生労働大臣指定講習

会」に直結する内容であり、【医師の働き方改革】≒【医

師の業務量削減】に伴い、各御施設におかれましては、

今後臨床検査技師に応分の働きが求められてくると考

えます。それらは臨床検査技師の信頼や地位向上に直

結するものでありますので、非常に有意義なお話が聞

けると期待しております。 

一般演題につきましては、前年度の第 57 回沖縄県

医学検査学会から約半年の期間でありますが、24演題

の登録がありました。短期間のうちに演題登録にご尽

力くださった皆様に御礼申し上げます。部門企画には

3部門からエントリーがあり、臨床生理部門からは「虫

垂描出のポイント Let’s Try! コンベックスプローベ

で正常虫垂を描出しよう ～空間認識能の向上へ～」で

す。空間認識能の向上を主眼に、対面式の実技講習会

を開催いたします。臨床生理部門は例年実技講習を中

心に臨床に沿った内容を企画してくださっていますが、

久々の対面開催ですので、超音波検査を担当されてい

る、または興味のある方は是非受講してください。臨

床血液部門からは「血液検査 ジュニアコース」です。

血液検査を担当されている技師や夜勤などで検査を担

当される技師にとって、自信をもった検査結果を返せ

るよう血算や凝固を中心に講義を行ってくださいます。

病理・細胞部門からは「体腔液に出現する異型細胞を

捉える為に知っておきたいこと」です。体腔液検査、

特にその細胞像について苦手意識を持つ技師は少なく

ありません。今回の企画で疾患毎の細胞像や各染色に

おける細胞像の特徴を習得してください。 

賛助会員のご厚意によって開催されますランチョン

セミナーには、アボットジャパン合同会社、積水メデ

ィカル株式会社、小林クリエイト株式会社、シーメン

スヘルスケア・ダイアグノスティクスの 4社から協賛

を得られました。医療安全、採血業務環境、バイオマ

ーカー等の最新知見を得られる機会ですので皆様の参

加をお待ちしております。 

今学会の重要な目的の一つに技師間の交流も挙げら

れます。特に若手の技師にとっては入職後初の現地開

催学会となるのではないでしょうか。今後の技師生活

において他施設・技師との交流は非常に重要で、沖縄

県臨床検査技師会の会員数は 5年前から約 100人増え

現在は 900名を超えております（2023年 5月 31日）。

施設見学や使用機器の評価などにおいて、普段の交流

は大いに力を発揮しますので、対面式の実技講習会や

ランチョンセミナーなどを通して積極的に親交を深め

てくださることを期待します。 

結びになりますが、本学会の運営に携わってくださ

った沖縄県臨床検査技師会理事、学術部門委員、会員

の皆様、協賛して頂きました関係者各位に深く感謝申

し上げるのと同時に、各御施設におかれましては、日

ごろより沖縄県臨床検査技師会の活動にご理解・ご協

力を賜り心より御礼申し上げます。今後ともお力添え

いただければ幸いです。 

2023 年度沖縄県医学検査学会（第 58 回）開催にあたって 

 学会長 宮里 泰山 ( 沖縄県立中部病院、 
一般社団法人沖縄県臨床検査技師会 副会長 ) 
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2023 年度 沖縄県医学検査学会（第 58 回） 

 

学会テーマ  「臨床検査のリスキリング ～コロナ禍を経て～」 

 

会期・会場  令和５年７月２日（日） 

       琉球大学医学部臨床講義棟・保健学科棟 

       〒９０３-０２１３ 沖縄県西原町上原 ２０７番地 

       TEL ０９８-８９５-３３３１ 

 

学会長     宮里 泰山（沖縄県臨床検査技師会学術担当副会長、沖縄県立中部病院） 

実行委員長   山内 恵（沖縄県臨床検査技師会総務担当副会長、琉球大学病院） 

学会事務局  沖縄県臨床検査技師会事務所 

〒901-2101 浦添市当山 2-5-11 安河アパート 103    

TEL/FAX:098-870-0702        

Email: office@okiringi.or.jp 

会場案内図   琉球大学医学部 
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会場案内 

     学会受付：保健学科棟２階会議室前エントランス 

     学会事務局・講師控室：保健学科棟２階会議室 

 

第１会場（200席）：臨床講義棟大講義室（2階） 

第２会場（120席）：臨床講義棟小講義室（1階） 

第３会場（80席）：保健学科棟 2階 210 

第４会場（60席）：保健学科棟 2階 208 

第５会場（実習室）：保健学科棟 1階 109 

第６会場：保健学科棟 2階 213 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学会参加者へのお知らせ 
 

●学会に参加される方へ● 

１．受付場所・受付時間 

  総合受付：琉球大学医学部保健学科棟 ２階会議室前エントランス 

  受付時間：2023 年 7 月２日（日）午前８時 15 分開始 

  受付は平成２４年度に送付された会員証（カード）によるコンピューター受付を行います。 

（旧会員証は使用できません） 

２．学会参加費 

  会員・賛助会員：2,000 円、非会員 ：5,000 円、学生 ：無料 

３．受付方法 

 1)日臨技会員 

  「会員証」を必ずご持参ください。受付にて会員証を提示のうえ、学会参加費を納め領収書・

ネームホルダー・資料等をお受け取り下さい。ネームプレートに所属名・氏名を記入し身に付

けてください。 

 2)賛助会員 

  当日受付にて所定の参加費を納め、領収書・ネームホルダー・資料等をお受け取りください。

ネームプレートに所属名・氏名を記入し身に付けてください。 

 3)学生 

学生証を提示して所定の受付用紙に学校名・学年・氏名を記入してください。資料、学生用ネ

ームホルダーを受け取り、ネームプレートに学校名・氏名を記入し身に付けてください。学会

誌（抄録集）については実費を徴収します。 

 4)非会員 

当日受付にて所定の参加費を納め、所定の受付用紙に所属名・氏名を記入してください。資料、

非会員用ネームホルダーを受け取り、ネームプレートに所属名・氏名を記入し身に付けてくだ

さい。学会誌（抄録集）については実費を徴収します。 

5)会員証不携帯会員 

  所定の申請用紙に必要事項を記入し、会員番号検索コーナーにて、会員番号、令和 5 年 

度会費納入済を確認後、受付に提出してください。 

※各会場へ入場される場合は必ずネームプレートを身に付けてください。不携帯の方は入場をお断

りします。 

●一般演題発表者および座長の方へ● 

１．受付 

 1)一般演題発表者・座長は発表開始時刻の３０分前までに総合受付にて受付後、発表会場受付に

て会場入りの申告をしてください。１５分前には発表会場内の所定の席で待機しておいてくだ

さい。  

 2)発表順序の変更は認められません。ただし、発表時刻は進行状況によって多少前後することが

あります。  

 3)各会場に次演者席、次座長席を設けますので、前の演者の発表が始まると同時に着席してくだ

さい。 

 4)直前の発表用データの変更は認めません。 

 



２．発表・質疑討論 

１)一般演題の発表時間は１演題７分以内、質疑２分以内の合計９分以内とします。 

 スライド枚数の制限はありませんが、時間の厳守をお願いします。  

 2)発表、質疑討論の時間は厳守してください。関連質問を座長が取りまとめて討論時間とする場

合もあります。 

 3)座長は、質疑・討論に際しては、所属および氏名をはっきり述べるように指示してください。 

３．液晶プロジェクターの PC 操作について 

本学会の発表は全て液晶プロジェクターにて行います。PC 操作は演者自身が行うのを原則と

しますので、発表前に使用 PC の操作を確認してください。 

４．発表用スライドデータについて 

１)発表用スライドデータは学会用 PC へダウンロードしたものに関しては発表後、事務局で責

任をもって消去致します。 

 ２)記録媒体はオンライン受付に限ります。※環境が厳しい方は、事務局へ連絡してください。 

 ３)会場でスライド映写に使用するコンピュータは Windows のみとなります。 

４)コンピュータの環境 OS：Windows８以降 

 ５)スライド再生ソフト：Microsoft PowerPoint2013 

 ６)動画再生ソフト：Windows Media Player 

 ※原則として生理検査部門の発表に限り、動画による発表を認めます。（ビデオ、MO 不可） 

※MicrosoftWindowsXP、PowerPoint2003 は、2014 年 4 月よりサポート終了です。 

※スライド作成は原則として Windows 版の Microsoft PowerPoint2007 以降を推奨します。 

※ワイド対応のテンプレートで作成した場合、プロジェクターの仕様により左右両端の表示が切

れます。ページ設定のスライドのサイズ指定を「35mm スライド」に設定してください。 

●教育講演・特別講演演者および司会者の方へ● 

１．受付 

  発表開始時刻の 30 分前までに総合受付にて受付後、発表会場で出席の確認を致しますので、

15 分前には発表会場内の所定の席で待機しておいてください。  

2．発表用データについて 

  本学会の発表は全て PC でのプレゼンテーションによる発表になります。スライド枚数の制限

はありませんが講演時間を考慮の上、作成してください。その他の事項は一般演題に準じます。 

●食事（昼食）について● 

下記の各会場のランチョンセミナーにご参加ください 

・第 1 会場(150 名) アボットジャパン合同会社  

・第 2 会場(100 名)  積水メディカル株式会社 

・第 3 会場(80 名) 小林クリエイト株式会社 

・第 4 会場(50 名) シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 

●その他連絡事項● 

駐車場：琉球大学医学部第二基礎研究棟側の道路を隔てた駐車場をご利用ください。（詳細前述） 

呼び出し：原則として参加者の呼び出しはおこないません。やむを得ない場合は総合受付まで申し

出て下さい。 

会場：学会で使用する会場以外の部屋は原則使用禁止です。携帯電話はマナーモードにするか電源

をオフにして下さい。 

喫煙に関して：敷地内は完全禁煙です。 



第 58 回 沖縄県医学検査学会日程表 
 

 

会期：令和５年７月２日（日）  

会場：琉球大学医学部臨床講義棟・保健学科棟 

          〒903-0213 沖縄県西原町上原 207 番地 

                    TEL.098-895-3331 
 

 

学会テーマ：「 臨床検査のリスキリング～コロナ禍を経て～」 

学会長：宮里 泰山（沖縄県臨床検査技師会学術担当副会長、沖縄県立中部病院） 

実行委員長：山内 恵（沖縄県臨床検査技師会学術担当理事、琉球大学病院） 

 
 

学会企画 

・特別講演 「我、七十にして、天命を知る」 

宮島 喜文（日臨技会長） 

・教育講演  「タスク・シフト /シェアにおいて臨床検査技師のなすべきこと」       

丸田 秀夫（日臨技副会長） 

・実技講習（細胞検査）「体腔液に出現する異型細胞を捉える為に知っておきたいこと」 

新垣 善孝（沖縄県立中部病院）ほか 

 

・ハンズオンセミナー「虫垂描出のポイント Let’s try! コンベックスプローベで 

正常虫垂を描出しよう～空間認識能の向上へ～」 

      松田 英世（沖縄ソノグラファーサポート）ほか 

 

・血液検査 ジュニアコース 

      山野 健太郎（浦添総合病院 臨床検査部）ほか 

 

・ランチョンセミナー（4 社） 

1. アボットジャパン（株） 

2. 積水メディカル（株） 

3. 小林クリエイト（株） 

4. シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス（株） 
 

 

一般演題（２４） 

   臨床化学（１）、免疫・血清（１）、輸血（５）、一般（１）、生理（３）、 

血液（３）、微生物（４）、細胞（２）、病理（４） 
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ランチョンセミナー 

  
  

 

 

 

 

 

 ※ 今年度は、ランチョンセミナー４社による協賛を頂きました。各会場１社が担当

いたします。ランチョンセミナーの時間帯は、各会場 12：00～13：00で開催され

ます。 

 

＜ランチョンセミナー＞ 12：00～13：00 

 

◆ ランチョンセミナー１ ◆     第 1 会場 臨床講義棟大講義室（2階） 

「医療安全へのシステムの活用 

診断支援システム DSSと PRE-ANALYTICSインデクサー」 

アボットジャパン（株）     カスタマーエクスペリエンス 西日本営業部 松島 大輔 

 

 

◆ ランチョンセミナー２ ◆     第 2会場 臨床講義棟小講義室（1 階） 

「間質性肺炎とバイオマーカー」 

積水メディカル（株）  カスタマーサポートセンター学術企画グループ 石井 葵 

 

 

◆ ランチョンセミナー３ ◆     第 3会場 保健学科棟 2階 210 

「外来採血業務の改善～採血における安心・安全を目指して」 

小林クリエイト（株）          ヘルスケア推進部 医療企画課 美根 眞一 

 

 

◆ ランチョンセミナー４ ◆     第 4 会場 保健学科棟 2階 208 

「肝線維化非侵襲的診断法の最近の話題」 

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス（株） 

                     DX事業本部 学術部  福島 英晃 

 

 

 

 

 

 

 

第 58 回沖縄県医学検査学会 

 
 



 

特別講演 

教育講演 

部門企画「血液検査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：45～11：45 琉球大学医学部臨床講義棟 2 階大講義室（第 1会場） 

座長：宮里 泰山（沖縄県臨床検査技師会副会長・沖縄県立中部病院 検査科） 

『『  我我、、七七十十ににししてて、、天天命命をを知知るる  』』 

一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会代表理事会長 宮島 喜文  
 

 

 

 

13：15～14：15 琉球大学医学部臨床講義棟 2 階大講義室（第 1会場） 

座長：山内 恵（沖縄県臨床検査技師会副会長・琉球大学病院 検査・輸血部） 

『『  タタススクク・・シシフフトト//シシェェアアににおおいいてて臨臨床床検検査査技技師師ののななすすべべききこことと  』』  

 一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会代表理事副会長 丸田 秀夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

9：00～ 10：30 第 2 会場              臨床講義棟小講義室（1 階） 

『『  血血液液検検査査  ジジュュニニアアココーースス  』』  

浦添総合病院 臨床検査部                  山野 健太郎  

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 検査科   松田 賢也 

 

学会企画 

 
 

学会企画 

 
 



臨床化学  9:00～9:10   座座長長：：伊伊計計  義義人人（（沖沖縄縄県県立立中中部部病病院院  検検査査科科）） 

第 1会場（臨床講義棟 2階大講義室） 

免疫・血清  9:10～9:20   座座長長：：大大城城  佑佑馬馬（（沖沖縄縄県県立立宮宮古古病病院院  検検査査科科）） 

部門企画「生理検査」ハンズオンセミナー 

部門企画「細胞検査」 
 

 

 

15：45～ 17：15 第 5会場        琉球大学医学部保健学科棟 1階 109 

『『  体体腔腔液液にに出出現現すするる異異型型細細胞胞をを捉捉ええるる為為にに知知っってておおききたたいいこことと  』』  

沖縄県立中部病院 検査科                   新垣 善孝  

 

                   

 

  

 

9：00～ 10：30 第 6 会場 琉球大学医学部保健学科棟 2階 213 講義室 

『『  虫虫垂垂描描出出ののポポイインントト  LLeett’’ss  TTrryy!!  ココンンベベッッククススププロローーベベ  

でで正正常常虫虫垂垂をを描描出出ししよようう  ～～空空間間認認識識能能のの向向上上へへ～～  』』  

沖縄ソノグラファーサポート  松田 英世 

                     中部徳洲会病院 臨床検査部  平敷 善亮 

                     中部徳洲会病院 臨床検査部  仲座 真希 

 

 

 

 
                                

 

 

 

 

 

 101 「神経内分泌腫瘍の診断補助としての Pro-GRP 値の検討」 

       那覇市立病院 医療技術部検査室            嵯峨 彰太 

 

 

 

 

 102 「Alinity-i を用いた甲状腺検査試薬の基礎的検討」 

        琉球大学病院 検査・輸血部             川尻 洋行 

 

一般演題 

 
 

【臨床化学・免疫血清・輸血】 
 



一般  14:25～14:35 座座長長：：北北村村  文文太太  

（（沖沖縄縄県県立立南南部部医医療療セセンンタターー・・ここどどもも医医療療セセンンタターー  検検査査科科）） 

輸血Ⅰ  9:20～9:50  座座長長：：石石垣垣  永永夢夢歌歌（（琉琉球球大大学学病病院院  検検査査・・輸輸血血部部）） 

第 1会場（臨床講義棟 2階大講義室） 

輸血Ⅱ  9:50～10:10  座座長長：：我我那那覇覇  早早紀紀（（沖沖縄縄協協同同病病院院  中中央央臨臨床床検検査査室室）） 

 

 

 

103 「RhD陽性/RhD 陰性キメラが疑われた１症例」 

           友愛医療センター  検査科        喜久山 さつき 

 

 104 「HLA 抗体による新生児同種免疫性血小板減少症（NAIT）が疑われた 1 症例」 

       沖縄県立八重山病院     検査科         棚町 祥太 

 

 105 「松橋・緒方現象が疑われた自己抗体と同種抗体保有の一例」 

      沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 検査科 比嘉 かのん 

 

 

 

 

 

106 「自然抗体抗H の減弱が認められた Para-Bombay(Ah)型の 1 症例」 

               沖縄県立中部病院 検査科      伊計 義人 

 

107 「直接抗グロブリン試験陽性製剤の当院の取り扱いについて」        

沖縄県立中部病院 検査科         牧志 輝 

 

 

 

 

 

 
                                

 

 

 

      

 

 

 

108 「全自動尿中有形成分分析装置 UF-5000 を用いた細菌数定量の基礎検討」 

             琉球大学病院 検査・輸血部       當銘 高明 

 

 

一般演題 

 
 

【血液・一般】 
 



第 1会場（臨床講義棟 2階大講義室） 

 

生理 15:45～16:15     座座長長：：原原國國  督督（（翔翔南南病病院院  検検査査科科））  

血液 14:35～15:05   座座長長：：仲仲村村  紗紗智智（（沖沖縄縄赤赤十十字字病病院院  第第一一検検査査課課）） 
 

 

 

 

109 「著しい核異型を伴い細胞同定に苦慮した形質細胞白血病(PCL)の 1 症例」 

        沖沖縄縄県県立立南南部部医医療療セセンンタターー・・ここどどもも医医療療セセンンタターー  検検査査科科 花城 裕太 

          

110 「当院における骨髄検査の状況と課題」 

沖縄県立宮古病院 検査科               新垣 周平 

 

111 「稀な染色体異常ｔ（3；11）(p11；p15）を認めた急性骨髄性白血病の一例」 

         沖縄県立中部病院 検査科            大城 盛邦 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 112 「診断に苦慮した憩室内乳頭によるレンメル症候群の一例」 

         友愛医療センター 検査科           伊計 一樹 

 

 113 「心臓超音波検査中に遭遇した乳幼児胸腺肥大を経験して」 

ハートライフ病院 臨床検査科             寺内 悠人 

 

 114 「経胸壁心臓超音波検査にて左冠動脈近位部狭窄を指摘し得た２症例」 

         沖縄県立中部病院 検査科           田盛 仁 

 

 

 

 

 

 

一般演題 

 
 

【生理】 
 



第 3会場（保健学科棟 2階 210） 

 

細胞 14:25～14:45  座座長長：：石石橋橋  和和磨磨（（沖沖縄縄県県立立宮宮古古病病院院  検検査査科科））  

（（那那覇覇市市立立病病院院  医医療療技技術術部部検検査査室室））  

第 2会場（臨床講義棟 1階小講義室） 

微生物Ⅰ  15:45～16:05 座座長長：：平平良良  ひひかかりり（（那那覇覇市市立立病病院院  医医療療技技術術部部検検査査室室）） 

微生物Ⅱ  16:05～16:25 座座長長：：久久場場  謙謙也也（（中中頭頭病病院院  検検査査科科）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

115 「当院における過去 5年間の血液培養検査状況について」 

          友愛医療センター 検査科            BARRY 結菜 

 

116 「POT 法が有用であった当院NICU におけるMRSA院内伝播事例について」 

          琉球大学病院 検査・輸血部              上地 あゆみ 

 

 

 

 

 

117 「RAST法による血液培養の迅速薬剤感受性報告が 

早期の抗菌薬適正使用に有用であった一例」 

          那覇市立病院 医療技術部検査室         宮城 ちひろ 

 

118 「“Desulfovibrio fairfieldensis”による菌血症の一例」 

沖縄県立中部病院 検査科           喜納 莉華子 

 

 

            

  
                                

 

 

 

  

 

119 「頸部腫瘤 FNAで診断に苦慮した ATLL anaplastic type の一例」 

ハートライフ病院 臨床検査科         比嘉 勇也 

 

一般演題 

 
 

【細胞・病理】 
 

一般演題 

 
 

【微生物】 
 



病理Ⅰ 14:45～15:05 座座長長：：赤赤嶺嶺  奈奈月月（（中中部部地地区区医医師師会会検検診診セセンンタターー））  

病理Ⅱ 15:05～15:25 座座長長：：知知花花  宗宗仙仙（（中中部部徳徳洲洲会会病病院院  臨臨床床検検査査部部））  

 120 「肺原発腫瘍と乳癌の転移性腫瘍との鑑別に苦慮した１例」 

沖沖縄縄県県立立南南部部医医療療セセンンタターー・・ここどどもも医医療療セセンンタターー  検検査査科科  大城 祐 

 

 

 

 

 

 

 121 「術中迅速病理組織診検査における川本法（フィルム法）の導入について」 

          沖縄県立宮古病院 検査科           上原 守勝 

 

 122 「Ziehl-Neelsen 染色の陽性コントロールの検討」 

          沖縄県立中部病院 検査科            高嶺 明菜 

 

 

 

 

 

123 「FFPE 標本を用いた遺伝子検索に対応する為の 

病理検査室としての取り組み」 

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 検査科   山村 育子 

  

 124 「オンコマイン Dx Target Test マルチ CDx システム検査状況と 

成功率改善に向けた取り組み」 

          国立病院機構沖縄病院 研究検査科       渡口 貴美子 

 

 

  

 



 

第 58 回沖縄県医学検査学会開催に関して 
 

 

この度、第 58 回沖縄県医学検査学会の実行委員長を担当させていただくこととな

りました。沖縄県医学検査学会は新型コロナウイルス感染症の影響によって 3 年間

の間、現地開催ができず Web による LIVE 配信・オンデマンド配信での縮小した形

で継続してきました。世の中の状況が好転することを願い、幾度と現地開催の実現を

期待したものの、感染蔓延の波とのにらみ合いが続き、集会が叶わずにいました。し

かし、一方では、Web 開催を実施するためのオンラインルーツの利便性を経験し、

新たな学術活動の手段を習得することができたのは、大きな収穫だったと思ってお

ります。これらのツールを利用しながら、沖縄県臨床検査技師会ではコロナ禍におい

ても研修・学術活動を積極的に実施、継続していただきましたこと、関係者の皆様に

は深く感謝致しております。 

 

 第 58 回沖縄県医学検査学会は現地開催の再開 1 年目の学術集会となります。ポス

トコロナ時代に入り、医療や臨床検査に求められるものは何か、私たちは何を考え、

どう進むべきかを対面で議論、情報交換ができる、実り多き集会になることを期待し

ております。 

また、現地開催は各施設で活躍する者同士が互いを知り、意見を交わす絶好の場と

なります。日常の検査業務における問題、課題を解決するためのヒントが得られる有

意義な時間となることを確信しております。とくに、この 3 年間の間に入職された

方々は、是非とも足を運び、他施設の方々と交流の輪を広げていただければと思いま

す。 

 

 多くの皆様がご参加くださり、会が盛り上がることを祈念致します。 

皆様と現地でお会いできることを楽しみにしております。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

第 58 回沖縄県医学検査学会   

実行委員長 山内 恵（琉球大学病院） 



沖縄県島尻郡南風原町字津嘉山1582／〒901-1117　

TEL／098-888-3688　FAX／098-888-3669

事業内容

■ 基礎研究用試薬・体外診断用医薬品・動物用医薬品・化学工業薬品の販売

■ 理化学機器・医療用機器・分析用機器・その他機器、器具の販売・修理

■ 家電製品・コンピュータおよび医療関連ソフトウェアの開発・販売

www.seikonet .co. jp

沖縄メディックス株式会社

沖縄メディックスは、人とサイエンスの
パーフェクト・バランスを考え続けています。
わたしたちは、技術の進歩とともに

大きく多様化するお客様のニーズを的確にとらえ

医療・科学の総合商社としての

広い視野と豊富な情報力、

そして信頼とコミュニケーションを核とした

TOTAL SUPPORTING を実践します

お客様にとっての "パーフェクト" をめざして､
私たちは、常にユーザーの視点で考えています｡

Think  Perfection
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特別講演・ 

教育講演  

 

 

 

【ねらい】 

特別講演では、患者から求める臨床検査技師、そして我が国の職

能団体として日臨技は今後何をすべきかについてお話して頂く。 

次に教育講演では、“医師の働き方改革を進めるためのタスクシ

フト/シェア”において臨床検査技師のなすべきことについてお話

して頂く。 

特別講演、教育講演ともに、先を見据えた臨床検査技師のあり方

に大きく関与するため、沖縄県臨床検査技師会全会員の視聴を強く

望む。 

 

 

特別講演 

「「我我、、七七十十ににししてて、、天天命命をを知知るる」」  

一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 代表理事 会長 

      宮島 喜文 

 

教育講演 

「「タタススクク・・シシフフトト//シシェェアアににおおいいてて臨臨床床検検査査技技師師ののななすすべべききこことと」」  

一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 代表理事 副会長 

      丸田 秀夫 

  

第５８回 沖縄県医学検査学会 学会企画 

 
 



 

 

 

 

この春、私は大病に侵され、70 歳を超えて論語に

ある「天命を知る」境地に至ってしまった。人生 100

年時代が謳われる今日では、50 歳が 70 歳に置き換

わっても不思議ではない時代となっているが、臨床

検査技師として半生を費やしてきた我が人生を振り

返る機会にもなった。 

 

 子供の頃から病弱であった私は中学・高校時代

に体育系サークルで体力づくりを図る機会はなく、

成人になり適度な運動と健康に留意する生活を送り、

最近では50歳を超えた頃から体力維持を意識し、春・

夏・秋の北アルプスなどへの登山を趣味としていた。 

今年 2 月に入り、数度軽い悪心や倦怠感に見舞わ

れたことがあったが、2カ月程前の人間ドックによる

検診では特に異常がなかったので放置していた。そ

のような中、3月に突然の激痛に見舞われ、その後の

精密検査で、膵臓がんに次ぐ 5 年生存率が低い下部

（遠位側）胆管癌との診断を受ける結果となってし

まった。 

 

特に手術との治療方針が決まるまでの 18日間、手

術前の６日間は不安や葛藤に悩まされたが、術後の

１７日間の闘病生活ではリハビリに専念し、最短で

退院することができた。 

 

この間、様々な術前検査や膵頭十二指腸摘出術な

ど侵襲度の高い医行為を受け、刻々と変化する身体

状況の中で、自分の人生が何であるかを問い続ける

ことになったが、今も明解な結論を得ていない。特

に、肉体的苦痛よりむしろ精神的な面で、「死と向き

合うことができるであろうか」との不安や「1日でも

長く生きたい」との叫びが何回も沸き上がり、辛い毎

日であった。そして自分自身に対する不甲斐なさを

悔やみ精神的な弱さも痛感した。 

 

 一方、患者の立場では、最新医療機器を駆使する

医師の診療技術の向上に感銘を受け、看護師から掛

けられる優しい言葉は心に染みた。しかし、臨床検査

技師から採血や生理学的検査を受ける中では、今一

つ患者を満足させられない現状があるように思った。

そして、病棟では患者同士で励まし合う姿をしばし

ば見受けられ、その光景は今も忘れることはできな

い。 

 

さらに、退院時の診療費を支払う段階においては、

国民が安心して医療をうけられる国民皆保険制度や

更に高額療養費制度などによる自己負担額の軽減な

ど我が国の社会保障制度の素晴らしさを改めて認識

した。 

 

 今回は患者としての体験談から患者から求める

臨床検査技師、そして我が国の職能団体として日臨

技は今後、何をすべきかについて言及する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「我、七十にして、天命を知る」 

宮島 喜文 
（一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 代表理事 会長） 

特別講演 



略 歴 書 

（ふりがな） 

氏 名 

みやじま よしふみ 

宮 島 喜 文 

生 年 月 日 昭和 26 年 7 月 28 日生 （満 71歳） 

所 属 先 名 称 一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 

役 職 名 代表理事会長  

所 在 地 

〒143-0016 

東京都大田区大森北 4-10-7 

℡ 03-3768-4722 Fax 03-3768-6722

最 終 学 歴 帝京医学技術専門学校 

略 歴 

昭和 47 年 4 月 長野県入職、長野県立阿南病院技手、長野県立阿南病院技師、主任 

平成元年 11 月 県衛生部県立病院課、保健予防課 主査 

平成 6 年 4 月 飯田保健所、長野保健所検査課 課長補佐 

平成 13 年 4 月 長野県立木曽病院、須坂病院臨床検査科長 

県立須坂病院 臨床検査科 科長 平成 18 年 4 月 長野県こども病院 事務長、副院長兼経営管理部長兼病院改革室長

平成 20 年 4 月 長野県木曽病院 企画幹兼臨床検査科長 

平成 22 年 4 月 地方独立行政法人長野県立病院機構県立木曽病院 副院長兼医療技術部長 

平成 24 年 5 月 一般社団法人日本臨床衛生検査技師会代表理事 会長 

平成 25 年 10 月 中央社会保険医療協議会 専門委員 

平成 27 年 9 月 自由民主党東京都参議院比例区代六十四支部支部長 

平成 28 年 7 月 第二十四回参議院議員通常選挙全国比例区で当選 

平成 31年 4月 財務大臣政務官就任（平成 31年 4月 8日付） 

令和 2年 10月 財務金融委員会筆頭理事、自民党文部科学部会長代理等 

令和 3年 10月 予算委員会委員、資源エネルギー調査会理事、自民党文部科学部会長代理等 

令和 4年 7月 参議院議員任期満了 

現在に至る。 



 

 

 

 

平成 31（2019）年 3 月 28 日にまとめられた“医

師の働き方改革に関する検討会”の報告書では医師

の働き方改革を進める中で、さらなるタスク・シフ

ティング（業務の移管）の推進は重要であり、制度

的対応も含め検討していくべきであると指摘され

た。報告書を受け、厚生労働省等での検討の後に、

関係職種の業務範囲の拡大に関する法改正が行わ

れ、令和 3（2021）年 10 月 1 日より臨床検査技師

の業務に 10の行為が追加された。合わせて、9 月

30 日には現行制度下で医師から他の医療関係職種

へのタスク・シフト/シェアが可能な業務の具体例が

示され、臨床検査技師については 14 の行為が示さ

れた。 

すでに臨床検査技師の免許を有する者が法改正に

より追加された行為を行なおうとするときは、あら

かじめ、厚生労働大臣が指定する研修を受けなけれ

ばならないとされた。日臨技ではその研修を「タス

ク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習

会」とし厚生労働省から示されたカリキュラムに準

じて実施している。令和 5（2023）年 5 月 30 日現

在、指定講習会への申込みは 23,880 名で、その中

で基礎講習履修済みが 16,372 名で、実技講習まで

の修了者は 8,587 名である。本講習会の受講は、臨

床検査技師の国家資格の一部追加のために必須であ

り、令和 6（2024）年 4 月 1 日前に臨床検査技師の

免許を受けた者及び同日前に臨床検査技師国家試験

に合格した者すべての臨床検査技師に受講していた

だくことを念頭に開催している。また、令和３年度

までに臨床検査技師養成課程の履修を開始し、令和

６年度の臨床検査技師国家試験を受験する者は、臨

床検査技師国家試験の受験を出願するにあたり、あ

らかじめ、厚生労働大臣が指定する研修を受けるこ

とが求められている。厚生労働省からは見込みの修

了者数と進捗報告を求められ、令和 7（2025）年度

までに約 37,000 名の修了を見込んでいるとして、

定期的な修了者数の報告を行なっており、厚生労働

省も注視している事業である。 

法改正により検体採取等の業務が臨床検査技師の

業務に追加された際にも、今回と同様に指定講習会

の受講が求められたことは記憶に新しいところであ

る。鼻咽頭からの検体採取においては、新型コロナ

ウイルス蔓延時に検体採取の担い手の確保が課題と

なり、その中で、指定講習会受講修了者は 6 万人弱

に留まり、未受講の臨床検査技師が相当数いる。と

指摘をされている。法改正は臨床検査技師の国家資

格に定める業務範囲の拡大であるため、現場実践の

如何に関わらず、臨床検査技師のすべてが指定講習

会を受講することが求められる。 

医師の働き方改革の推進については、医療の中で

の喫緊の課題であり、全ての医療機関において対応

が求められる。その一方策であるタスク・シフト/シ

ェアに関連する法令改正は、国家資格を有する多く

の医療職種の中で一部の職種にのみ実施されている。

その事実は、我々臨床検査技師に、大きな期待が寄せ

られているものと理解する必要がある。多職種が協

同し進められるタスク・シフト/シェア推進の取り組

みの中で、臨床検査技師へのタスク・シフト/シェア

により、医師の働き方改革へ貢献することが必要で

ある。法改正により拡大された業務、さらに現行制度

の下で実施可能な業務を念頭に、各施設の業務実態

に応じた臨床検査技師へのタスク・シフト/シェアを

実践することにより、臨床検査技師の活躍の場の拡

大と、患者並びに他の医療職種からの信頼度の向上

にも繋がっていくはずである。会員各位においては

タスク・シフト/シェアの目的・内容・意義等につい

て理解を深めて頂き、それぞれ勤務施設で何ができ

るのか、全スタッフで検討をし、実施可能なものにつ

いて施設に提案をして頂きたい。 

「タスク・シフト/シェアにおいて臨床検査技師のなすべきこと」 

丸田 秀夫 
（一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 代表理事 副会長） 

教育講演 



経 歴 書 

 
            まるた ひでお 

姓  名   ：    丸田 秀夫 

現 住 所   ：    長崎県佐世保市大宮町４１番４７号 

 

職歴 
昭和６２年 ４月～ 東十条病院開設準備事務局（東京都） 

昭和６３年 ４月～ 谷津
や つ

保健病院（千葉県） 

平成 ２年１０月～ 佐世保中央病院 

平成 ６年 ４月 佐世保中央病院臨床検査室主任（病理細胞診室） 

平成１７年 ４月 佐世保中央病院臨床検査室係長 

平成１８年１０月 佐世保中央病院臨床検査室技師長 

平成２３年 ４月 佐世保中央病院臨床検査技術部部長 

現在に至る 

 

資格等 
昭和６２年 ３月 群馬大学医療技術短期大学部衛生技術学科卒業 

昭和６２年 ５月 臨床検査技師免許取得 

平成 ４年１２月 細胞検査士資格取得 

平成 ５年 ３月 国際細胞検査士資格取得 

平成１０年 ８月 二級甲類臨床病理技術士資格（病理）取得 

平成１４年 ３月 放送大学教養学部卒業 

 

所属学会 
日本臨床衛生検査技師会、日本臨床検査医学会、日本病理学会、日本臨床細胞学会 他 

 

技師会歴 
平成１２年 ５月～ 長崎県臨床検査技師会 常任理事 

平成１８年 ５月～ 長崎県臨床検査技師会 理事 

平成２０年 ５月～ 長崎県臨床検査技師会 副会長 

平成２４年 ５月～ 長崎県臨床検査技師会 会長 

令和 ２年 ５月～ 長崎県臨床検査技師会 顧問 

 

平成２２年 ６月～ 日本臨床衛生検査技師会 理事 

平成２６年 ６月～ 日本臨床衛生検査技師会 執行理事 

平成２８年 ６月～ 日本臨床衛生検査技師会 常務理事 

令和 ２年 ６月～ 日本臨床衛生検査技師会 代表理事副会長 

 

学会等役職歴 
臨床検査振興協議会理事、日本サイトメトリー技術者認定協議会委員、医療機器センター評議員、 

厚生労働科学特別研究事業 臨床検査における品質・精度の確保に関する研究 研究協力者 

厚生労働省 検体検査の精度管理等に関する検討会 構成員 他 

 

以上 

 

令和５年５月２９日作成 

丸田 秀夫 



 
  

 

 

部門企画 血液検査 ジュニアコース 

 

 

 

【ねらい】 

血液検査は血算、凝固をはじめルーチン業務から夜間当直や当番

業務でも日常的に行われる基本的な検査項目です。しかしながら実

際に得られる検査結果で判断に苦慮するケースも多くあるのでは

ないでしょうか。 

今回、改めて基本的な知識の整理とブラッシュアップを目的とし

て CBC・凝固の大きな二本柱でベーシックな内容を中心とした「ジ

ュニアコース」を企画致しました。若手からベテランまで幅広い技

師を対象に、現場で役立つ興味深い内容となっています。 

本企画で血液検査の引き出しを一つでも二つでも見出して、臨床

に生かせる内容をお持ち帰り頂ければ幸いに存じます。 

 

会場：第２会場 （臨床講義棟小講義室１F 120 席） 

時間：09：00～10：30（90 分） 

 

        講講師師所所属属                          講講師師名名    

浦浦添添総総合合病病院院                      山山野野  健健太太郎郎  

沖沖縄縄県県立立南南部部医医療療セセンンタターー  

・・ここどどもも医医療療セセンンタターー          松松田田  賢賢也也  

  

2023 年度沖縄県医学検査学会（第 58 回） 

学会企画 

 
 



 
  

 

 

 

部門企画 体体腔腔液液にに出出現現すするる異異型型細細胞胞をを捉捉ええるる為為にに  

知知っってておおききたたいいこことと 

 

【ねらい】 

 一般検査や細胞診検査では体腔液を用いた検査が行われるが、中

でも体腔液中に出現する細胞鑑別に我々技師はしばしば頭を悩ま

せる。これは出現する細胞が常に典型的な形態を示すものでなく、

どちらかと言えばその殆どが非典型的であるからに他ならない。正

常細胞と異型細胞（腫瘍細胞）との鑑別は診断・治療に重要であり、

それらを見分ける為には、細胞への適切なアプローチ方法を身に付

ける事が必要である。 

本企画では、異型細胞を捉えることを目的に、講義と実習の二部

構成として基本的な細胞鑑別のスキルアップを目指す。 

 

会場：第 5 会場（琉球大学医学部保健学科棟１階 109） 

時間：15：45～17：15（90 分） 

プログラム 

15：45～16：15  講義 

16：15～17：15  鏡検実習 

      

講講師師所所属属                        講講師師名名    

沖沖縄縄県県立立中中部部病病院院                新新垣垣  善善孝孝  

那那覇覇市市立立病病院院                    嵯嵯峨峨  彰彰太太  

琉琉球球大大学学病病院院                    津津波波  克克幸幸  

  

2023 年度沖縄県医学検査学会（第 58 回） 

学会企画 

 
 



 
  

 

 

部門企画 虫垂描出のポイント Let’s Try! コンベックスプローベ 

      で正常虫垂を描出しよう ～空間認識能の向上へ～ 

【ねらい】 

近年の超音波診断装置の発展は目覚ましく向上し,各領域における空間分

解能の向上や診断法・計測は日々進化しております,しかしながら消化管領域

においては苦手意識の強い方も多く、実際には診断装置で描出さているにも

関わらずそれを検者が認識し得ない事も多くみられます. 

今回は,正常虫垂の描出ポイントを学んで頂き,空間認識能の向上の為に従

来ではリニアプローベで描出していた虫垂をコンベックスプローベでの描

出を Try してみましょう！ 

 

会場：第６会場（保健学科棟 2 階 213） 

時間：09：00～10：30 

プログラム 

     09：00～09：20  講義 

     09：20～09：30  休憩および実技設置準備 

     09：30～10：30  実技 

(実技は 15～18 名予定,講義および実技見学は人数制限なし) 

      

        講講師師所所属属                      講講師師名名    

        沖沖縄縄ソソノノググララフファァーーササポポーートト    松松田田  英英世世  

        中中部部徳徳洲洲会会病病院院  臨臨床床検検査査部部    平平敷敷  善善亮亮  

        中中部部徳徳洲洲会会病病院院  臨臨床床検検査査部部    仲仲座座  真真希希  

  

装装置置提提供供  沖沖縄縄キキヤヤノノンンメメデディィカカルルシシスステテムムズズ((株株))  

        GGEE ヘヘルルススケケアアジジャャパパンン((株株))  

        富富士士フフイイルルムムヘヘルルススケケアア（（株株））  

2023 年度沖縄県医学検査学会（第 58 回） 

学会企画 

 
 



がくじゅつ 
  

 

 

 

ランチョン 

セミナー 

 

 

【ねらい】 
 今年度のランチョンセミナーは４社の協賛が得られ、いずれの 

セミナーも最新の知見をふまえた内容となっている。多数の参加を
希望する。 
 
◆ ランチョンセミナー１ ◆ 第 1 会場 臨床講義棟大講義室（2 階） 

「医療安全へのシステムの活用診断支援システム 

DSS と PRE-ANALYTICS インデクサー」 

アボットジャパン（株）  カスタマーエクスペリエンス 西日本営業部 松島 大輔 
 
 

◆ ランチョンセミナー2 ◆ 第 2 会場 臨床講義棟小講義室（1 階） 

「間質性肺炎とバイオマーカー」 

 

積水メディカル（株）  カスタマーサポートセンター学術企画グループ 石井 葵 
 
 
◆ ランチョンセミナー3 ◆ 第 3 会場 保健学科棟 2 階 210 

「外来採血業務の改善～採血における安心・安全を目指して」 

 

小林クリエイト（株）           ヘルスケア推進部 医療企画課 美根 眞一 
 
 
◆ ランチョンセミナー4 ◆ 第 4 会場 保健学科棟 2 階 208 

「肝線維化非侵襲的診断法の最近の話題」 

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス（株）   

DX事業本部 学術部  福島 英晃 

2023年度沖縄県医学検査学会（第 58回） 

学会企画 

 

 
 



ランチョンセミナー１ 

第１会場 12:00～13:00 
アボットジャパン合同会社 

 

「 医療安全へのシステムの活用 

診断支援システム DSSと PRE-ANALYTICSインデクサー」 
松島 大輔  

（アボットジャパン合同会社 カスタマーエクスペリエンス 西日本営業部 ） 
 

1. はじめに  

医療の急速な進歩は医療施設における安全管理・危

機管理・品質管理の導入を不可欠なものとしており、

管理体制および教育体制を構築して実施することが

求められている。 

その中でインシデントやアクシデントの対策に対し

て人的負荷を掛けての実施だけではなく、ひとつの

選択肢としてアボットジャパンの持つ、診断支援シ

ステム DSS、及び PRE-ANALYTICS インデクサーとい

ったシステムによって解決出来る可能性について考

察する場としたい。 

 

2. 診断支援システム DSS 

現在の診療において、限られた時間、経験の違い、

専門性、患者紹介の仕組みなどから、数千に及ぶ疾

患の全て疑いながら診察を行う事は困難である。こ

の課題の一部をシステム化によって解決し、検査値

といった情報を紐解く。これにより医療安全に留ま

らず、タスクシフトや人材育成への貢献など、最新

情報や実例を交えつつご紹介する。 

 

3. ALINIQ PRE-ANALYTICS インデクサー 

採血から検査室への到着まで、検体を追跡、主要な

品質指標の管理を自動化、記録や到着確認に必要な

時間を節約しながら、RFID による検体管理をランニ

ングコストを抑えながら実現する機能を有する。こ

ちらも最新情報と実例を交えつつご紹介する。 

4.おわりに 

医療を取り巻く環境はこれまでになく厳しく過酷な

状況が予測される。それよって臨床検査部門におい

ても日々変化する状況の中で多様な対応が求められ、

他部門との連携、その中で生まれる課題解決に向け

た取り組みを行う必要性が増すと考えます。 

今回の情報提供が日々の皆さまの業務の一助になる

ことを願います。 

 

＜連絡先＞アボットジャパン合同会社 

TEL：03-4555-1000 



ランチョンセミナー 

第２会場 12:00～13:00 
積水メディカル株式会社 

 

「間質性肺炎とバイオマーカー」 
 

石井 葵  

（積水メディカル株式会社 カスタマーサポートセンター 学術企画グループ） 
 

 

【はじめに】 

間質性肺炎とは、様々な要因により肺胞壁・間質

に炎症が生じる疾患の総称である。通常、肺胞上皮

が障害された場合、残存している肺胞上皮が分化し

修復される。しかし、何らかの刺激により肺胞壁で

炎症が起き、刺激が継続することで分化がうまくい

かず不可逆的に線維化し構造破壊を起こす。このた

め線維化が進行すると、QOL が著しく低下する疾患

群である。普段よく耳にする肺炎とは「熱」「咳」「レ

ントゲン写真での異常な陰影」という共通の所見を

示す一方で、間質性肺炎は炎症の主座・原因が異な

ることから、治療方針が大きく異なり鑑別が重要と

なる。中でも、原因不明であり、難病指定されてい

るのが、特発性間質性肺炎であり、特発性肺線維症

（IPF）などの 10 疾患に分類される。IPF は診断確

定後の平均生存期間は 3～5 年と報告され、急性増悪

をきたすと、平均生存期間が 2 か月以内と非常に予

後が悪く、定期的なモニタリングが必要となる。ま

た IPF 以外の 9 疾患はステロイドや免疫抑制薬を中

心とした治療となるが、IPF は難治性であり根治療

法が存在しない。IPF の治療薬として抗線維化薬ピ

ルフェニドン、ニンテダニブが認可されており、早

期に治療を開始するため早期診断が必要とされてい

る。 

IPF の診断においては、捻髪音を主要症状とした

理学所見、血清学的検査、呼吸機能や胸部 X 線画像

所見、さらに病理診断を伴わない IPFでは、胸部 HRCT

画像所見により判断される。しかしながら、特発性

間質性肺炎の診断、活動性の判定は、胸部 X 線画像

所見だけでは呼吸器専門医にとっても容易ではない。

また、HRCT は被爆の問題、呼吸機能検査は患者の努

力が必要となり、簡便な検査ではない。そのため、

低侵襲で簡便なバイオマーカーが必要とされる。血

清学的検査に挙げられている KL-6 は、1985 年に抗

体が先に作られるというユニークな間質性肺炎のマ

ーカーである。種々の間質性肺炎で上昇し、疾患活

動性の評価や予後指標として使用されている。 

 間質性肺炎はこのように肺の疾患であることから、

呼吸器科から KL-6 の検査が依頼されることは想像

に難くないが、他の診療科から依頼されることを不

思議に思ったことはないだろうか。また、KL-6 と同

じく 1999年に認可された SP-Aや SP-Dも同様に検査

が依頼されているが、医師はどのような理由でこれ

らの検査を依頼しているのだろうか。今回、間質性

肺炎という疾患について再度振り返るとともに、バ

イオマーカーがどのような役割にあるのか概説した

い。 

【KL-6】 

KL-6 は MUC1 ムチンに属するシアル化糖鎖抗原で

あり、肺ではⅡ型肺胞上皮細胞などで発現が認めら

れる。特に間質性肺炎では強く発現するが、肺腺癌、

膵癌、乳癌でも高値化する。汎用機・免疫装置に搭

載することが可能な試薬の販売により、多くの院内

で測定されている項目である。 

【SP-D, SP-A】 

Ⅱ型肺胞上皮細胞から産生されるサーファクタン

トタンパク質である。主な生理機能は、肺胞マクロ

ファージとの相互作用を介する自然免疫調節作用で

ある。肺に極めて特異性が高い一方、SP-D は肺癌、

心不全患者において、SP-A は肺癌、細菌性肺炎でも

高値化する。これまで特定の免疫装置でのみ測定さ

れており、外注検査センターへ依頼されていること

が多い。 

【おわりに】 

 本セミナーを通して、多くの患者様が間質性肺炎

に罹患する可能性があることをご理解いただきたい。

また適切なバイオマーカーの測定が、急性増悪を早

期に捉え、多くの患者様の QOL が維持されることを

期待する。 

 

＜連絡先＞積水メディカル株式会社 西日本営業所 

大阪市淀川区宮原 3-3-31 上村ニッセイビル 16 階 

TEL：06-6350-6581 

FAX：06-6350-6582 



ランチョンセミナー 

第３会場 12:00～13:00 
小林クリエイト株式会社 

 

「外来採血業務の改善～採血における安心・安全を目指して～」 
 

美根 眞一  

（ヘルスケア推進部 医療企画課） 
 

 

【はじめに】 

中央採血化された外来採血の現場では近年、「混

雑・待ち時間」「人材の不足」「質の高い採血を行う

環境づくり」など、様々な問題・課題を抱えていま

す。 

小林クリエイトはそういった問題・課題に対し、

関係した情報を収集・解析・提供等行うことで、お

客様とともに患者や働く職員が安心、そして安全な

採血環境を構築していくことが重要であると考えて

います。 

本セッションでは弊社の提供する、外来採血業務

支援システムとその活用についてご紹介します。 

 

【内容】 

小林クリエイトは外来採血における受付、患者の

呼出・誘導、患者照合業務を支援するシステム「RInCS

（リンクス）」を展開しています。 

 

 RInCS を通じて①スタッフの経験に依存しない

「業務の標準化」、②採血受付から完了するまでの

「時間短縮」、③情報の見える化と活用による「採血

の質向上」をお客様とともに目指して行きます。 

 

受付では、プライバシー確保のために整理券を発

行します。また、整理券により受付順番が担保され

ることでスタッフの経験や判断に頼らない運用が可

能となります。また、採血受付状況をモニタ表示す

ることで、混雑状況や採血の進捗度合いなどを一目

で把握することができます。他にも、例えば不在で

あった患者が戻ってきたことを申告してきた場合な

ど、システムを通じて採血スタッフに伝達すること

が可能です。 

  

 患者呼出・採血台への誘導について、整理券に記

載された番号を大型モニタにわかりやすく表示しま

す。採血室のレイアウトや運用に合わせた表示内容

と、ユニバーサルデザインを意識した配色や文字の

配置など、だれが見てもわかりやすいデザインにす

ることで、患者自らが採血の進捗や呼び出し状況を

把握することができます。 

 

 採血時に本人取り違えを防ぐために必要な照合に

ついて、本システムでは整理券と採血管の照合を実

施。また、例えば手貼りラベルに対して採血管の選

択を間違わないようにするために、必要な採血管の

画像を表示する機能を有しています。 

 

 採血の失敗やそれに伴う職員交代のリスクを軽減

するための情報の記録や参照、そして客観的指標に

基づく患者の採血難易度や、採血業務から実施され

た情報を元に職員の力量を定量化実現する機能を標

準実装しています。情報の活用によって、患者対し

て失敗の少ない質の高い採血環境の構築が可能です。 

 

 そして、患者の採血難易度、職員力量が見えるこ

とによって、適切な人員配置計画の実施、職員力量

向上のための定量的目標設定や難易度情報の活用に

よる段階的な実践経験を積むことも可能になります。 

また、このシステムで記録されたすべての情報は、

容易に閲覧することができます。これらの情報の中

から HIS、LIS へ情報連携する仕組みを構築すること

も可能です。 

 

 さらに、本システムが有する統計出力機能を利用

することで、日当たりの採血人数や患者の平均待ち

時間など、採血業務の状況を見える化できます。集

計結果を分析することで、課題を明確化し、改善に

向けた計画が可能です。 

 

【おわりに】 

 我々は、採血業務の改善を通じて、医療の質・安

全を高め、患者だけでなく、採血スタッフにとって

も良い採血環境の構築を、お客様と共に目指してい

ます。 

 

 

＜連絡先＞小林クリエイト株式会社 

TEL：０３－３５５３－２７１５ 



ランチョンセミナー 

第４会場 12:00～13:00 
シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 

 

「肝線維化非侵襲的診断法の最近の話題」 
 

福島 英晃  

（DX 事業本部 学術部） 
 

 

非アルコール性脂肪性肝疾患は世界において 25%

の有病率であるとされており、国内においても約

2,200 万人の患者が推定されている、医療における

非常に大きな課題である。肝臓は様々な原因により、

線維化が進行することが知られている。 

 
 

NAFLD の重症度は肝線維化が予後と最も相関する

因子であるとされており、肝臓の線維化が Fibrosis 

stage がステージ 0 からステージ 4 にかけて進行す

るにつれて、肝臓関連イベントの発生率、生存率、

肝細胞がんの発生率が上昇することが知られている。  

国内外において NASH 診断、線維化ステージの診断

のゴールデンスタンダードは、肝生検による病理組

織学的な診断であるが、この診断法には侵襲性の高

さ、医療費の高さ、サンプリングエラーの発生など

のいくつかの課題がある１)。そのため、肝臓の線維

化を非侵襲的に診断をするための手法に関する研究

開発が盛んに行われている。本邦においても NADLD

の患者数は 2,200 万人であると推定されているため、

治療が必要な肝線維化の進行した患者を適切に拾い

上げるため非侵襲的診断法を用いた患者の紹介フロ

ーが不可欠であるとして、広く研究されている。欧

州においては、ヨーロッパ肝臓学会(EASL)の NAFLD

マネジメントガイドラインにおいて早くから、患者

の診断フローが提唱されている 2)。また、米国にお

いては、2023 年、NAFLD のマネジメントと臨床評価

に関するガイドラインが発刊され、最新の知見を基

に、非侵襲的なバイオマーカーや、MR-エラストグラ

フィ、肝硬度測定などを活用したフローチャートが

提案されている 3)。国内においても 2020 年に

NFLD/NASH診療ガイドライン改定第 2版が発刊され、

血清検査としては、Fib-4 インデクッスを始めとし

た世界中で広く活用されているスコアリングシステ

ムだけでなく、本邦発の M2BPGi、オートタキシンな

どといった線維化マーカーについても有用性が述べ

られている。なお、こちらは Annual Review 版が随

時更新され、最新の情報がアップデートされている
1)。 

本講演では、欧米、アジアの各国における肝線維

化マーカー活用の状況や最新のガイドライン、臨床

研究を概説しつつ、線維化診断における現状とこれ

からの姿を皆さまと共有したい。 

 

1) NAFLD/NASH 診療ガイドライン 2020 

https://www.jsge.or.jp/guideline/guideline/naf

ld.html 

 

2)EASL– EASD– EASO Clinical Practice Guidelines 

for the management of non-alcoholic fatty liver 

disease Journal of Hepatology 2016 vol. 64 j 

1388– 1402 

 

3)AASLD Practice Guidance on the clinical 

assessment and management of nonalcoholic fatty 

liver disease Hepatology. 2023;77:1797– 1835. 

 

＜連絡先＞福島 英晃 

TEL：080-6853-8131 





 

 

 

 

 

一般演題抄録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

論   文 
 

 

 

 

 



 

 
  

 

投稿資格 
筆頭執筆者は、（一社）沖縄県臨床検査技師会の会員（当会賛助会員を含 

む）に限る。連名執筆者（7 名以内）は、原則として（一社）沖縄県臨床検 
査技師会の会員とする。ただし、連名執筆者の中に非会員が含まれている 
場合は 1 編につき年会費（日臨技会費＋沖臨技会費）の半額を申し受ける。 

論文内容 
１）医学検査に関するもので、社会通念上の道義を遵守して行われた研究

で、他関連学会等関連出版物に未発表のものに限る。 
２）他誌への重複投稿をしていないこと。 

論文の作成 
原稿 1 枚は横組（20 字×20 行）とする。パソコンワープロソフトで作 

成する場合は A4 用紙に横書き 20 字×20 行とする。図表（写真）は内容 
によって異なるが、概ね 1 個を原稿用紙１/4 ページとして換算する。日臨 
技会誌「医学検査」に準ずる。 

論文の取り扱い 
論文の採否、分類、掲載順序等は査読終了時に編集委員会で決定する。 

編集方針に従って、原稿の加筆、削除、書き直しをお願いすることがある。 
１）投稿論文は原則として返却しない。 
２）写真は原則として白黒掲載とする。ただしカラー写真を希望する場合

は、白黒写真とカラー写真の提出を必要とする。カラー写真掲載は、
編集委員会で決定する。 

論文送付方法 
投稿論文にコピー１部を添付して下記宛送付する。 

原稿送付先 
〒901-2101 沖縄県浦添市当山 2-5-11 安河アパート 103 号 

   （社）沖縄県臨床検査技師会 会誌編集委員会 
     TEL/FAX 098-870-0702      E-mail office@okiringi.or.jp 
著作権および引用・転載について 

１）本誌に掲載された論文、抄録、記事等の著作権は（一社）沖縄県臨床
検査技師会に帰属する。 

２）投稿論文執筆に際して他著作物等から引用・転載する場合は、著作権
保護のため、原著者および出版社の許諾を受け、原稿に出典を明示す
ること。 

別刷 
掲載論文の別刷を希望により、有料にて 50 部単位で応じる。希望者は 

「投稿表紙」に記入するか、掲載通知後 7 日以内に当会事務所に申し込む。 
料金は当編集委員会に問合せること。 

沖縄県臨床検査技師会誌 論文投稿規定 

 
 



 

 
  

 

 

目的 
会員の研究成果を評価することにより臨床検査技師の士気高揚を促し、 

更なる臨床検査医学の発展とともに社会への貢献を目指す。 
対象 

沖縄県医学検査学会にて発表された一般演題の中から推薦を受け論文と 
して投稿しているものを対象とする。 

審査 
沖縄県臨床検査技師会学術理事会および常任理事会において審査し最終 

的に会長が決定する。 
発表 

沖縄県臨床検査技師会誌上にて行う。 
表彰 

沖縄県医学検査学会にて表彰状・副賞を贈呈する。 
 
 
手順 
① 沖縄県医学検査学会 一般演題発表の中から「会長賞」候補として対象 

演題を各座長、学術理事、学術部門長、学術分野長が推薦する。（推薦 
者は「会長賞」論文推薦書を作成し編集委員会宛提出すること） 
＜推薦書送付先＞ 
〒901-2101 沖縄県浦添市当山 2-5-11 安河アパート 103 号 

    （社）沖縄県臨床検査技師会 会誌編集委員会 宛 
     TEL/FAX 098-870-0702      E-mail office@okiringi.or.jp 
② 推薦者は発表者に対し論文執筆を依頼し、論文を投稿してもらう。 
③ 編集委員会は投稿された論文に対し、投稿規程に基づいた記述形式の査 

読調整を行う。 
④ 学術分野長・部門長会議において審査し会長賞該当論文を学術理事会へ 

推薦する。 
⑤ 学術理事会・常任理事会において審査し、最終的に会長が決定する。 

 
 
注意事項 
①「会長賞」候補推薦は毎年 6 月末日までに行う。 
② 対象者における論文の投稿は毎年 12 月末日を〆切とし、翌年の沖縄県 

臨床検査技師会誌上にて発表を行う。 
 

沖縄県臨床検査技師会 会長賞論文選定規定 

 
 

mailto:office@okiringi.or.jp


 

 

会員のページ 

 

 

 

短歌 

「今を生きる」 

元沖縄県臨床検査技師会会長 澤紙 義英 

 

 

施設紹介 

独立行政法人国立病院機構 沖縄病院 臨床検査科 

国仲 伸男 

 

 

新人紹介 

中頭病院 臨床検査部  高山 和樹 



【短歌】 

 

今
を
生
き
る 

元
沖
縄
県
臨
床
検
査
技
師
会
会
長 

澤
紙 

義
英 

 

ふ
か
ふ
か
と
閉
ざ
す
眼
科
の
暗
室
に
じ
っ
と
目
を
閉
じ
順
番
を
待
つ 

照
明
の
光
の
下
に
メ
ス
を
と
る
女
医
の
指
の
ま
ろ
き
を
見
た
り 

友
の
弾
く
散
山
節
か
く
ば
か
り
か
な
し
か
る
夜
を
星
は
ひ
そ
ま
る 

訪
ね
れ
ば
日
暮
れ
る
縁
に
仔
み
て
友
は
し
ば
ら
く
亡
き
妻
を
言
う 

人
の
世
の
涯
と
お
も
い
し
昼
ふ
か
き
緩
和
ケ
ヤ
ー
に
物
音
絶
え
ぬ 

置
く
露
の
つ
め
た
き
ば
か
り
こ
の
朝
の
菊
の
白
花
も
の
さ
び
し
け
り 

う
つ
う
つ
と
眠
り
て
さ
め
し
夜
も
す
が
ら
難
聴
の
耳
に
人
の
気
配
き
く 

髭
を
剃
リ
シ
ャ
ボ
ン
つ
か
い
背
を
流
し
八
八
の
正
月
を
迎
え
る 

こ
の
冬
は
こ
の
冬
は
と
恐
れ
つ
つ
か
そ
け
き
命
護
り
き
に
け
り 

朝
明
け
に
小
鳥
さ
え
ず
り
生
を
知
る
山
百
合
け
さ
は
三
つ
に
増
え
る 



施設紹介 

独立行政法人国立病院機構 沖縄病院  臨床検査科 

“患者様の立場を尊重し 高度で良質の医療を提供します” 

  

独立行政法人国立病院機構沖縄病院 臨床検査科 国仲 伸男 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 国立病院機構とは 

国立病院機構は、厚生労働省が運営していた国立病院、国立療養所が平成 16 年 4 月に独立行政法人

化して誕生しました。全国に 140 病院を一つの組織として運営する、我が国最大の医療グループで

す。全国を 6 つのグループ（北海道・東北、関東信越、東海・北陸、近畿、中国・四国、九州）に分

けて統括しています。九州グループは 28 病院あり、うち沖縄県には 2 病院（沖縄病院、琉球病院）が

あります。 

 

■ 沖縄病院沿革 

独立行政法人国立病院機構沖縄病院は、昭和 23 年 8 月 25 日、沖縄民政府公衆衛生部金武保養所と

して創設されました。 沖縄県で最初に開設された公立の結核療養所とされています。昭和 47 年 5 月 15

日には、日本復帰に伴い、国立療養所金武保養院と改称。昭和 53 年 12 月 1 日新病院として、金武町か

ら現在地（宜野湾市我如古）に移転し、国立療養所沖縄病院と改称されました。平成 16 年には、独立

行政法人国立病院機構沖縄病院へ移行し、現在に至ります。 

 

（主な病院機能・指定） 

1. 外来化学療法室開設（2005 年 4 月 1 日） 

2. ISO 9001:2000 取得（2006 年 5 月 23 日） 

3. 緩和病棟開設（2006 年 6 月） 

4. 沖縄県難病医療拠点施設（2012 年 4 月 1 日） 

進行性筋ジストロフィー新病棟完成、神経難病病棟併設（2015 年 9 月） 

5. 脳・神経・筋疾患研究センター設立（2016 年 1 月） 

6. 癌専門診療施設（薬物療法・放射線治療・外科手術） 

肺がんセンター設立（2018 年 3 月） 



7. 国立病院機構臨床研究部として承認（2019 年 4 月 1 日） 

8. 沖縄県結核医療中核病院に指定（2020 年 3 月 23 日） 

9. 呼吸器外科・内科・脳神経内科専門医育成施設  

10. 地域包括ケア病棟 40 床の運用 

11. 新型コロナ感染症重点医療機関へ指定（2020 年 8 月-） 

12. 救急病院として告示（2023 年 3 月 1 日） 

 

＜所在地＞ 

〒901-2214 

沖縄県宜野湾市我如古 3-20-14 電話（代表） 098-898-2121 

 

 

■ 運営方針  

1. 政策医療を担いつつ、質の高い適切な医療サービスの提供 

2. 患者さまの視点に立った、暖かく思いやりのある接遇 

3. 健全な経営基盤の確立 

4. 安心して療養に専念できる快適な環境 

5. 臨床研究の活性化と臨床教育・研修機能の充実と人材育成 

 

■ 沖縄病院の医療の現状（2023 年 1 月現在）  

病床数：300 床 （結核 30床） 

入院患者      202.8（人／日）※2022 年 4 月～2023 年 1 月   

外来患者      114.9（人／日）※2022 年 4 月～2023 年 1 月 

救急車搬送     129 人 入院 123 人 ※2022 年 4 月～2023 年 1 月 

手術件数（手術室） 267 件※2022 年 4 月～2022 年 12 月 

従業員数（常勤）  307 人 

医師 24 名、看護師 209 名、医療技術者 56 名、事務・その他 18 名 非常勤・期間職員 66 名 

琉球バス

21新都心具志川線

24那覇大謝名線

88宜野湾線

90知花線

沖縄バス

27屋慶名線

52与勝線

61前原線

80与那城線

92イオンモール沖縄ライカム
～那覇

227屋慶名おもろまち線

那覇バス

25普天間空港線

125普天間空港線



 

■ 主たる診療機能 

・肺がんセンター：診断、集学的治療（手術、放射線、薬物療法） 

・脳・神経・筋疾患研究センター：診断、治療（薬物、血漿交換、抗体製剤）、リハビリテーション 

・緩和医療：薬物、放射線治療を含む支持治療 

・政策医療：結核、筋ジストロフィー 

・一般診療：消化器、循環器、糖尿病 

・整形外科：主として骨軟部腫瘍 

・専門外来：乳腺科、皮膚科 

・その他：麻酔科、放射線科、病理診断科 

 

■ 臨床検査科（2023 年 5 月 1 日現在） 

職員数：臨床検査技師（常勤 6 名、非常勤 3 名）検査助手：1 名  

検査業務：生化学・免疫血清（治験）、血液・凝固、尿一般、細菌、輸血、病理、生理 

施設基準：検体検査管理加算(Ⅰ・Ⅲ)、外来迅速加算、病理診断管理加算 1、悪性腫瘍病理組織標本加

算、輸血管理料Ⅱ、 報告書管理体制加算（病理） 

病院取得認証：ISO 9001:2000（2006 年 5 月 23 日より継続） 

 



＜検体検査部門＞  

検体検査室では血液検査・凝固検査・生化学免疫検査・輸血検査・一般検査をワンフロアーで行って

おり、主任技師 1 名、常勤技師１名、副技師長 1 名、事務助手 1 名が配置されています。 

2022 年度機器を増設、新規検査項目の院内実施を行い、TAT 短縮とコストマネジメントを行いまし

た。また輸血検査機器を新しく導入し、医療安全の強化に努めています。今後機器の更新を迎えるにあ

たり、さらなる院内検査実施の導入を行い、検査室の質・患者サービスの向上を目指します。 

当院では 2022 年 4 月 1 日から共用基準範囲を採用しており、他施設との連携や共用化にも取り組ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜微生物検査＞  

微生物検査室では、常勤技師 1 名、非常勤技師 1 名が配置されています。一般細菌・抗酸菌・ウイル

ス・寄生虫といった幅広い項目の検査（塗抹・培養・同定・感受性・遺伝子など）を行っています。そ

の中でも当院は結核医療中核病院として多くの結核患者の診療を行うので、抗酸菌検査に力を入れてい

ます。塗抹から培養、遺伝子検査、感受性まで院内で実施しています。昨今は非結核性抗酸菌症の患者

も多く、診断や治療が難しいケースが増えています。そのため常に医師と密に連携し、質の高い検査デ

ータや正確な情報を提供するように心がけています。また治験や臨床研究にも積極的に参加し、医療の

発展に貢献できるよう努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜病理検査＞  

病理検査室は病理診断科医長を始めとし技師長 1名、非常勤技師 1名が配置されています。当院は肺

がんセンターとして機能しているため、肺がん手術例も多く、固定・標本作製から病理診断まで一貫し

て行っており、迅速組織診断にも対応しています。一部の特殊染色や免疫染色、遺伝子関連検査は外部

委託にて行っています。細胞診においては EBUS-TBNA、CTガイド下針穿刺生検などオンサイトでの迅速

細胞診にも対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            オンサイト迅速細胞診の様子 

<生理検査> 

生理検査室は主任技師 1 名、非常勤技師 1 名が配置されており、緊急時のバックアップ体制がとられ

ています。検査は、12 誘導心電図、24 時間ホルター心電図、肺機能検査、超音波検査(心臓、腹部、そ

の他)、運動負荷試験（マスター負荷）、簡易睡眠時無呼吸検査、脳波検査の項目を実施しています。 

筋ジストロフィー症などベッド上で過ごされる患者様が多く、定期検査などで病棟へ出向く機会もあ

るため、病棟スタッフと協力しあいながら、検査を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 共同研究等（2023 年 5 月 1 日現在） 

1）琉球大学病院 検査・輸血部と多施設共同研究 

 「本邦の抗菌薬ディスクを使用した EUCAST RAST の臨床検体による検証」 

2）琉球大学病院 第一内科の研究に協力 

 「ゲノム解析による非結核性抗酸菌の菌種同定および薬剤耐性予測システムの開発」 

 



■ 認定・資格 

各種資格認定 取得人数 

超音波検査士（腹部 1、循環器 1） 2 名 

二級臨床検査士（微生物 1、病理・臨床化学 1） 2 名 

緊急臨床検査士 4 名 

細胞検査士  3 名 

国際細胞検査士 3 名 

電子顕微鏡技術二級技士 1 名 

認定病理検査技師 1 名 

有機溶剤作業主任者 2 名 

特定化学物質等作業責任者 2 名 

医療安全管理者（国立病院機構 1、日本臨床衛生検査技師会 1） 2 名 

タスクシフトシェアに関する厚生労働大臣指定講習会修了 7 名 

臨床検査技師臨地実習指導者講習会修了 1 名 

第 2 種 ME 技術者 1 名 

所属学会認定や各種資格取得へ向け積極的に取り組んでいます。 

 

■ 技師会活動 

沖縄県臨床検査技師会 

国立病院臨床検査技師長協議会九州支部 

国立病院臨床検査技師協会九州支部 

 

■ さいごに 

当臨床検査科は、当院の理念を基本として業務、研究、教育の 3 本柱を軸として患者サービス向上に

努めてまいります。 



 

新人紹介 
「1 年目を振り返って」 

高山 和樹 

（中頭病院 臨床検査部） 

皆さん初めまして、中頭病院臨床検査部に所属

している高山和樹と申します。令和 4 年の 4 月か

ら中頭病院の臨床検査技師として働き始めまし

た。中頭病院に入職して早くも 1 年が過ぎ今年度

から 2 年目になり、こんな私にも後輩ができまし

た。後輩の模範となるよう日頃から精進したいと

思います。 

 

ここで私のプロフィールを簡単に紹介したい

と思います。私は名護市出身で、沖縄県の難読漢

字としても有名な為又（びいまた）という地域が

地元です。趣味はスポーツ観戦で、去った 3月に

開催された WBCでは大変盛り上がりました。特に

準決勝メキシコ戦での村上宗隆選手のサヨナラ

ヒットには感動し涙が出そうになったほどです。

同い年が世界の場で活躍する姿は私にとって大

きな励みになりました。他にも今年はバスケット

ボールのワールドカップが沖縄で開催されると

いうことでとても楽しみです。こんな私ですがど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

さてそれでは、臨床検査技師としての 1年目を

振り返っていきたいと思います。この 1年間は私

にとってあっという間の 1年間でした。私は細菌

検査に所属しており、菌を相手に日々奮闘中です。

細菌検査に所属が決まった頃は、業務を覚えるこ

とに必死でした。どんなに覚えても分からないこ

とが出てくる一方で、先輩方の知識の深さと臨床

検査技師としての意識の高さに、このままやって

いけるのか不安や焦りを感じたこともあります。

そんな状況で右も左も分からない私の質問攻め

に対し、先輩方が優しく丁寧に答えてくれたこと

には感謝ばかりです。また業務以外でも入職当初

はとても苦労しました。細菌検査室特有の独特な

匂いや、集合体恐怖症も相まって培地に発育した

コロニーを見た際には、毎回のことのように鳥肌

が立っていました。それでも 1ヶ月が経つ頃には

気づけば克服しており人間の慣れとは凄いなと 

 

実感しました。それもこれも今となっては良い

思い出です。 

 

 細菌検査の業務にも慣れ、半年が経った頃から

は夜勤に向けてのトレーニングにも参加させて

いただきました。半年間、細菌検査の業務にしか

携わっていなかった私には、検体検査（生化学、

血液、一般、輸血）の業務はとても大変でしたが、

各部門で先輩方にご指導していただき、何とか形

にすることができました。また、検体検査は、細

菌検査とは違った魅力があり、少しずつ知識を身

につけ、成長を実感できたときの喜びは今でも覚

えています。優しくご指導いただいた先輩方への

感謝を忘れず、さらに自立できるよう努力してい

きたいと思います。 

 

 そして、臨床検査技師としては２年目を迎えま

すが、まだまだ毎日新しい出来事、知らなかった

ことに出会います。これらの経験を通して初めて、

新しい物事の見方や考え方に気づくことができ

ました。このような経験は、視野を広げることや、

自分自身への自信にもつながります。そして、さ

らなるレベルアップのためにも、一つ先に進むこ

とが求められると思います。今後は、任された業

務をこなすだけでなく、その周りや先のことを考

えて行動できるようになりたいです。そのために

も、日々の勉強はもちろんですが、実際に行動し

積極的に色んな経験をしたいです。 

 

 まだまだ未熟な私ですが、責任の伴う仕事に真

摯に向き合い立派な臨床検査技師になれるよう

に努力していきたいと思います。また、勉強会な

どに積極的に参加して知識を増やすと同時に、院

外の方々と関わっていく中で成長していけたら

思っています。今後ともよろしくお願いいたしま

す。 
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一般社団法人 沖縄県臨床検査技師会 

令和 5年度 第 1回定期総会 

 

議案書 
 

 

 

 

議案審査 

1） 第 1号議案 令和 4年度事業報告 

2） 第 2号議案 令和 4年度収支会計報告及び監査報告 

3） 第 3号議案 令和 5年度事業計画および予算案 

4） その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 沖臨技ホームページに掲載いたしますのでご覧ください 

 



一般社団法人 沖縄県臨床検査技師会 

令和 5年度 第 1回定期総会 

令和 5年 6月 3日（土） 友愛医療センター 7F会議室 

 

次第 

 

一、司会者あいさつ 

 

一、開会の辞 

 

一、会長あいさつ 

 

一、議長選出 

 

一、総会役員選出 

資格審査委員・議事運営委員任命 

 

一、資格審査委員・議事運営委員報告 

 

一、議案審査 

1）第 1号議案 令和 4年度事業報告 

2）第 2号議案 令和 4年度収支会計報告及び監査報告 

3）第 3号議案 令和 5年度事業計画および予算案 

4）その他 

 

一、総会役員解任 

 

一、議長あいさつ 

 

一、閉会の辞 

 



 

 

令和 4年度 

一般社団法人 沖縄県臨床検査技師会 各賞受賞者 

 

 

令和 4年度 沖縄県医事功労者知事表彰 

   

瀬戸 司 （アドベンチスト・メディカルセンター） 

 

令和5年度永年職務精励者表彰賞（14名） 

 

山里 和郎（国立病院機構 琉球病院） 

與儀 留美（自宅会員） 

石垣 宏枝（那覇市立病院） 

上原 聖子（中頭病院） 

曲瀬川 裕子（沖縄赤十字病院） 

金城 真奈美（自宅会員） 

永吉 共代（沖縄県立中部病院） 

平良 成子（大浜第一病院） 

城間 綾乃（西崎病院） 

松田 田鶴子（西崎病院） 

瑞慶覧 陽子（琉球大学病院） 

斎藤 辰好（ハートライフ病院） 

宇榮原 吉美（小禄病院） 

城間 学（沖縄パソロジー） 
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令和4年度事業報告 

 

令和 4年度も、前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に翻弄された 1年

でした。夏頃には第七波が到来、感染力の強いオミクロン株が全国的に猛威をふるい、重症化す

る例は激減したものの、8月 19日には全国で 26万人超の新規感染者が確認され過去最多を更

新しました。 

このような中、沖臨技の事業活動は、理事会や各種研修会等の学術活動はじめ、ほとんど

が Webを活用した活動となってしまいました。特に例年 6月に開催している沖縄県医学検

査学会は、当初時期をずらして 10月に対面での現地開催予定でしたが、新型コロナウイル

ス感染症の拡大に伴い、やむなくオンデマンド配信のみという事態となりました。また、

コロナ禍前までは恒例であった「新人宿泊研修会」は 3年連続中止となり、1月末に新年

会と抱き合わせで予定していた「創立 70周年記念式典・祝賀会」も、年末年始の第八波に

よる新規陽性者数の増大により苦渋の決断で半年延期することになりました。この 3年間

各種イベント等も開催出来なかったため、叙勲受章をはじめ当会としてお祝いをされてい

ない方々が多くおられます。7月にはまとめて盛大に祝賀会を開催予定ですので、乞うご

期待を！ 

さて、令和 4年度の重点課題としましては、まず「タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣

指定講習会」の開催でした。幸い、皆様のご協力のお蔭で計 5回実施出来、283名の方々が実技

講習修了することが出来ました。来年度も同様な回数の講習会を予定しておりますので、是非早め

に多くの方々に受講していただきたいと存じます。二つ目の重点課題は、臨地実習指導者の養成

です。2022年度入学の学生から、すなわち 2024年度からの臨地実習において、その受入れ施設

においては、1名以上の臨地実習指導者を配置することが義務付けられております。沖縄県では

該当施設が 20施設ほどあり、未受講の施設があと数施設ございます。今年の 1月より、一施設か

ら複数名受講可能（但し二人目からは受講料 3,000円必要）となりました。是非、実習生を受け入

れ可能な施設は指導者の養成を早めに進めていただければ幸いです。将来、チーム医療の中で

活躍できる臨床検査技師を育成していくためにも臨地実習は重要です。是非、多くの施設のご協

力をお願い致します。 

例年 11月に行われている「検査と健康展」は、第 7波の影響もあり、当初当会としては昨年同

様パネル展示とパンフレット配布のみの縮小開催を考えておりましたが、場所を提供していただい

たイオン南風原ショッピングセンターの担当者の方から、是非以前のような対面での健康展を実施

して欲しいとの要望もあり、急遽 3年ぶりに子供たちを呼び込んでの対面での「検査と健康展」が

開催出来ました。県議会議員や浦添市議会議員の先生方も見学に来られ、多くの親子連れの

方々に種々の検査ブースを体験していただきました。後日、その中のお一人の高校生が、このイベ

ントへの参加をきっかけに琉球大学医学部保健学科の臨床検査コースに進学されたと聞き、非常

に嬉しく思っております。 

ワクチン接種に関しましては、今年3月一杯でその特例措置は解除となりますが、沖縄県

におきましては、琉球大学病院（約1,200名の職員や学生を対象：14名の臨床検査技師が対

応）とハートライフ病院（約300名の地域住民や職員を対象：8名の臨床検査技師が対応）
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の二施設で実際のワクチン接種に臨床検査技師が携わっていただきました。この成果に対

しまして、日臨技より表彰状の授与があり評価されたところです（5月の群馬での全国学会

でポスター掲示予定）。 

以上、令和 4年度の事業報告を掻い摘んで述べてきました。COVID-19が 5月 8日から 5

類へと移行することにより、漸く対面でのイベント開催がコロナ禍以前のように可能とな

ってきます。with コロナにおいては、研修会の在り方も変わらざるをえません。Web開催のメリット

（離島を含め全国どこからでもいつでも視聴できる点）を十分活かしつつ、お互い顔を突き

合わせての学会や研修会が早く復活することを心より祈念いたします。 

 

 一般社団法人沖縄県臨床検査技師会 会長 手登根 稔 
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【総務関係】 

1. 定期総会 

・令和 4年度 第 1回定期総会 書面決議 

  日時：令和 4年 6月 18日（土）16：30～17：30  

場所：浦添市産業支援センター・結の街（小研修室）  

  正会員数：833名、総会構成会員数過半数以上賛成（議決権行使 553名） 

2. 定例理事会 

・第 1回理事会 日時：令和 4年 4月 13日（水）19：00～場所：沖臨技事務所（Web） 

・第 2回理事会 日時：令和 4年 5月 11日（水）19：00～場所：沖臨技事務所（Web） 

・第 3回理事会 日時：令和 4年 6月 8日（水）19：00～場所：沖臨技事務所（現地＋Web） 

・第 4 回理事会 日時：令和 4 年 7 月 13 日（水）19：00～場所：友愛医療センター（現地＋Web） 

・第 5回理事会 日時：令和 4年 8月 9日（水）19：00～場所：沖臨技事務所（Web） 

・第 6回理事会 日時：令和 4年 9月 8日（水）19：00～場所：沖臨技事務所（Web） 

・第 7回理事会 日時：令和 4年 10月 12日（水）19：00～場所：友愛医療センター（現地＋Web） 

・第 8回理事会 日時：令和 4年 11月 9日（水）19：00～場所：沖臨技事務所（現地＋Web） 

・第 9回理事会 日時：令和 4年 12月 14日（水）19：00～場所：沖臨技事務所（現地＋Web） 

・第 10回理事会 日時：令和 5年 1月 11日（水）19：00～場所：沖臨技事務所（現地＋Web） 

・第 11回理事会 日時：令和 5年 2月 8 日（水）19：00～場所：沖臨技事務所（現地＋Web） 

・第 12回理事会 日時：令和 5年 3月 8日（水）19：00～場所：沖臨技事務所（現地＋Web） 

 

3. 「タスクシフト・シェアに関する厚生労働大臣指定講習会」 

 ・第 1回講習会  

日時：令和 4年 4月 29日（金）9：30～17：25 

場所：沖縄産業支援センター 3階会議室（大）、3階研修室（中）  

受講者：58名 

 ・第 2回講習会  

日時：令和 4年 7月 17日（日）9：30～17：25 

場所：おきなわシュミレーションセンター 

受講者：59名 

・第 3回講習会  

日時：令和 4年 9月 18日（日）9：30～17：25 

場所：おきなわシュミレーションセンター 

受講者：53名 

・第 4回講習会  

日時：令和 4年 12月 4日（日）9：30～17：30 

場所：おきなわシュミレーションセンター 

受講者：52名 
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 ・第 5回講習会  

日時：令和 5年 2月 19日（日）9：30～17：30 

場所：おきなわシュミレーションセンター 

受講者：57名 

 

6.  臨床検査室責任者会議（Web開催）  

   日時：令和 4年 6月 18日（土）15：00～16：00  

場所：浦添市産業支援センター・結の街（小研究室） 

      

7.  各賞受賞祝賀会・新年会 （中止） 

 

8.  日臨技関係 

・情勢報告会・賀詞交換会（中止）      

・令和 4年度日臨技理事会（手登根会長出席）  

   第 1回：令和 4年 4月 23日（土）9：30～12：30  （Web出席） 

第 2回：令和 4年 6月 25日（土）15：00～15：30（現地出席） 

   第 3回：令和 4年 7月 23日（土）9：30～12：30（現地出席） 

第 4回：令和 4年 9月 24日（土）9：30～12：30（現地出席） 

第 5回：令和 4年 11月 23日（水）9：30～12：30（現地出席） 

第 6回：令和 5年 1月 21日（土）8：30～11：30（現地出席） 

第 7回：令和 5年 3月 25日（土）8：30～11：30（現地出席） 

 

・『災害対策支援規程』等および当該規定に基づく都道府県技師会との協定締結の為の説明会 

     日時：令和 5年 2月 16日（木）18：00～ Web開催  牧志理事・仲宗根理事参加 

 

9.  九州支部関係 

・令和 4年度第一回九州支部内連絡会議（Web開催） 

  日時：令和 4年 7月 9日（土）15：00～17：30 

  手登根会長。山城副会長、宮里副会長、田盛事務局長、金城和美部門長参加 

・九州支部幹事会（現地開催） 

 日時：令和 4年 11月 4日（金）14：00～17：00 場所：久留米シティプラザ 4F中会議室 

手登根会長、田盛事務局長の 2名出席 

・九州支部事前レク（Web会議） 

  日時：令和 4年 4月 21日（木）、7月 21日（木）、9月 22日（木）、11月 21日（月）、令和 5 

年 1月 19日（木）、3月 23日（木）いずれも 19：00～20：00 ：手登根会長Web出席      

・九州支部連絡会議・幹事会（Web会議）   

日時：令和 5年 2月 1日（水）18：00～20：00 
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・学術奨励賞選考会（18：00～18：40）手登根会長 

・連絡会議（18：50～19：30）手登根会長、山城副会長、山内副会長、宮里副会長Web出席 

・幹事会（19：30～20：00）手登根会長Web出席 

 

10. 臨地実習指導者講習会（九州支部講習会 Web講習） 

   日時：令和 4年 6月 5日（日）9：00～18：00 

   県内からの受講施設：沖縄県立北部病院、中頭病院  

 

11. 地域ニューリーダー育成研修会 

日時：令和 5年 3月 4日（土）・5（日） 

場所：東京都 L stay & grow晴海  参加者：登川理事 

 

12. 世界アルツハイマー月間（9月） 

    昨年同様、HP掲載（オレンジ色）、ポスター掲示、事務所入口装飾にて啓蒙   

 

13. 関連団体 

・各医療団体新年会（各団体中止） 

 

14. 日本臨床検査技師連盟沖縄県支部  

・沖縄県支部会議 

日時：令和 4年 4月 1日 （金）18：30～20：30  場所：沖臨技事務所 

日時：令和 4年 4月 21日（木）18：30～20：30  場所：沖臨技事務所 

・連盟九州ブロック会議（瀬戸支部長・手登根会長出席）  

日時：令和 4年 11月 5日（土）12：00～13：00 場所：久留米シティプラザ 

・連盟本部執行委員会 

  日時：令和 5年 3月 26日（日）9：00～13：00 場所：ステーションコンファレンス川崎 

 

15.  精度保証認証施設 

  令和 4年度審査より「日臨技品質保証施設認証制度」として新たな審査制度に改正 

    沖縄県からは、友愛医療センター、沖縄県立南部医療センター・こども医療センター、沖縄県立宮古

病院の 3施設が認証を受けた。  

 

16. 令和 4年度会員数（令和 5年 3月 31日確定） 

    870名（昨年度 860名、一昨年度 851名） 
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【渉外関係】  

・県民健康フェア（なごみ会主催） 公共事業 

 健康に対する意識を高めてもらおうと、県内の保健医療関係 17 団体でつくる県医療保健連合（なご 

み会）が主催となり、毎年実施している県民健康フェアだが、第 9 回の 2019 年度まで開催していた 

が、それ以降はコロナ禍の影響で未開催となっており、2022 年度も中止となった。                                                           

・新人宿泊研修会 教育事業 

新卒から 3 年目くらいまでを対象とした当会主催の新人宿泊研修会は、第 11 回の 2019 年度まで開催

していたが、それ以降はコロナ禍の影響で未開催となっており、2022 年度も中止となった。理事会

の中ではオンデマンドによる Web 研修も検討に挙ったが、実施出来ない結果となった。  

・ピンクリボン沖縄 公共事業 

 ピンクリボン活動は乳がんの正しい知識を広め、乳がん検診の早期受診の推進など、乳がんをより多 

くの人に理解してもらうための活動で、当会も毎年参加しており、ピンクリボン沖縄 2019 まで開催 

していたが、それ以降はコロナ禍の影響で未開催となっており、2022 年度も中止となった。   

・全国「検査と健康展」in 南風原 2022 公共事業 

日臨技から直属の公益委託事業にあたる検査と健康展だが、こ 

れまで 2020 年度だけ未開催で、2021 年度も規模を縮小して開 

催してきた。今年度は、開催会場となったイオン南風原ショッ 

ピングセンター側からこれまでのコロナ禍を吹き飛ばす勢いで、 

大規模に開催していただきたいとの希望があり、2022 年 11 月 

20 日（日）の日程で、「“臨床検査”って面白い！～検査とカラ 

ダの不思議を体験しよう！」のテーマで開催した。内容的にも 

感染防止の観点から万全の対策を行い、コロナ禍以前に行って 

いた口腔内の微生物以外のエコー体験、顕微鏡での検査体験、 

骨密測定、臨床検査関連の各分野のパネル展示を行い、今回は、 

コロナ禍の時代でもあり、微生物検査の分野が実施した手洗い 

チェッカーを使用し、消毒前と消毒後の手に残る細菌の比較を 

行い、来場者にはかなりインパクトをあてえていた。来場を見 

込んでの工夫としては、バルーンアートで会場入り口を抑え、 

ブース内に誘導していく戦略が功を奏し、それに加えて 2 社 

（沖縄タイムス、琉球新報）の新聞広告を行っており、約 500 名の来場者がみられた。顕微鏡やパネルを 

見ながら熱心に質問する子供や保護者も見受けられ、今回はかなりの効果が得られた。当会は、今後もこ 

のような企画を介して、臨床検査技師の認知度向上及び人材発掘に寄与していきたい。 
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・新型コロナウイルスワクチン接種  

一昨年度の事業報告となるが、沖縄県においては県の委託事業として、「新型コロナウイルス感染症

に係るワクチン接種のための筋肉注射の臨床検査技師・救急救命士による実施のための研修」が実施

され、実際に琉球大学病院とハートライフ病院の 2 施設で臨床検査技師によるワクチン接種が実践さ

れた。 

【研修会】 

基礎講習：修了者数 142 名、実技講習：修了者数 86 名 
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【ワクチン接種実践施設】 

  ＜琉球大学病院＞ 

回数：2 回、対象者：職員および学生、接種協力者：16 名（1 回目 11 名・2 回目 5 名） 

接種総数：1210 名 

  ＜ハートライフ病院＞ 

回数：2 回、対象者：地域住民・職員 

接種協力者：5 名、接種総数：173 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他医療団体との連携活動  

1） 各種関連団体主催行事（健康運動指導士会主催など）への参加協力 

2） 沖縄県保健医療連合（なごみ会）や沖縄県医療推進委員会への参加 

3） 沖縄県公衆衛生協会、小児保健協会への協力 

4） 関連団体の新年会、祝賀会等への参加 

1）～4）通年の活動は、コロナ禍の影響で全て中止。 
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【学術関係】 

1. 令和 4年度第 57回 沖縄県医学検査学会 

・会期：令和 4年 11月 21日（月）～12月 31日（土） 

・開催形式：Web（オンデマンド配信） 

・学会テーマ：「協働と品質保証～臨床検査の広がりと深まり～」 

・学会長：山城 篤（沖縄県臨床検査技師会渉外担当副会長、那覇市立病院） 

・実行委員長：宮里 泰山（沖縄県臨床検査技師会学術担当副会長、沖縄県立中部病院） 

・事務局長：山内 恵（沖縄県臨床検査技師会総務副会長、琉球大学病院） 

学会企画 

１）① 特別講演 

「タスクシフト/シェアはいつやるか？今でしょ！」 

 講師：大塚 喜人（亀田総合病院 臨床検査部 部長） 

    ② 教育講演 

     「新しい“日臨技 品質保証施設認証制度”について」 

      講師：滝野 寿（一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 専務理事） 

２）一般演題：29演題 

臨床化学（１）、免疫血清（１）、輸血（５）、血液（７）、一般（１）、微生物（３）、 

細胞（２）、生理（９） 

2. 令和 4年度（第 38回）沖縄県医師会臨床検査精度管理調査の実施 

    令和 5年 2月 26日（日）12:00～17:30 沖縄県医師会館（３Fホール） 

     教育講演：「ISO15189 を活かした教育と課題」 

      講師：清祐 麻紀子（九州大学病院 臨床検査部） 

   ＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大を考慮し、実行委員・解析委員・医師会関係者のみで現地

開催。参加施設への報告は令和 5年 5月を目標にオンデマンド配信を行う 

3. 部門別検査研究分野の運営 

今年度も日臨技に準じて、9 部門 14 分野の学術活動（研修会・講演会等）で運営して行く。また、

沖縄県医師会精度管理調査委員会から実行委員長、副実行委員長も、数年前から学術委員として位置

付けている。 

＜部門別検査研究分野＞ 

部門 分野 

1. 生物化学分析 1) 臨床化学検査                 

2) 免疫血清検査 

2. 臨床生理 1) 神経生理検査 

2) 循環・呼吸生理検査 

3) 画像診断検査 

3. 病理・細胞 1) 病理検査 

2) 細胞検査 

4. 臨床一般 一般検査 

5. 臨床血液                  血液検査                   
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6. 臨床微生物 微生物検査 

7. 輸血細胞治療                輸血検査 

8. 遺伝子 遺伝子検査 

9. 臨床検査総合 1) 検査管理 

2) 医療情報 

＜精度管理調査委員会＞ 

実行委員長 副実行委員長 

 

4. 学術活動（計 17回） 

開催日時 行事名 形態 点数 参加数 

2022/4/21 輸血細胞治療部門研修会 WEB 専 20 38 

2022/5/25 生物化学分析部門研修会精度管理その 2SD 信じて大丈夫？？ WEB 専 20 61 

2022/5/26 輸血細胞治療部門研修会 WEB 専 20 37 

2022/6/15 第 1 回 尿検査の基礎 -尿定性編- WEB 専 20 65 

2022/6/24 輸血細胞治療部門研修会 WEB 専 20 29 

2022/7/16 沖縄イムコアセミナー WEB 専 20 29 

2022/7/20 尿検査の基本 尿沈渣・入門編 WEB 専 20 45 

2022/7/25 生物化学分析部門研修会 代謝と内分泌 WEB 専 20 
 

2022/8/25 輸血細胞治療部門 研修会 WEB 専 20 46 

2022/9/21 臨床一般部門研修会「尿沈渣から症例を考える」 WEB 専 20 105 

2022/9/28 生物化学分析部門 これですっきり！甲状腺の血液検査 WEB 専 20 36 

2022/11/30 第 10 回生物化学分析部門研修会 肝炎の話 WEB 専 20 29 

2022/12/8 輸血・血液検査部門「溶血性貧血の血算と輸血検査に関して」 WEB 専 20 60 

2023/1/25 第 11 回生物化学分析部門研修会 糖尿病について WEB 専 20 28 

2023/1/26 輸血検査研修会 WEB 専 20 26 

2023/2/28 輸血検査研修会 WEB 専 20 32 

2023/3/23 輸血検査研修会 WEB 専 20 29 

 

 

5. 学術会議（計 4回） 

 １．第一回学術会議 令和 4年 7月 13日（水）20:00～21:00 友愛医療センター7F大会議室 

 ２．第二回学術会議 令和 4年 9月 27日（火）19:00～20:30 沖縄県臨床検査技師会（Zoom併用） 

 ３．第三回学術会議 令和 5年 2月 17日（金）19:00～20:00 沖縄県臨床検査技師会（Zoom併用） 

 ４．第四回学術会議 令和 5年 3月 23日（木）19:00～20:00 沖縄県臨床検査技師会（Zoom併用） 
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　①
72,500    100,000 115,000   15,000 \2500×46名

②
4,250,000 4,300,000 4,385,000 85,000 877名

980,000   1,100,000 880,000   -220,000 44社

5,000     0 -         0
③

- 2,000,000 715,000   -1,285,000
④

750,000   800,000 600,000   -200,000 健康展、研究班活動費

1,646,530 1,500,000 1,641,836 141,836 医師会等

⑤
59        10 81        71

560,800   199,990 621,145   421,155 放技会家賃、立替金返金等

8,264,889 10,000,000 8,958,062 -1,041,938

①
260,000   200,000 260,000   60,000

-         120,000 60,495    -59,505 講師謝礼

507,220   630,000 570,783   -59,217
49,000    400,000 259,000   -141,000 行動費

126,515   200,000 800,719   600,719
943,571   1,000,000 1,066,301 66,301 精度管理試料など

365,695   1,300,000 870,146   -429,854 会誌

92,665    800,000 329,155   -470,845 会場費・機器レンタル

-         10,000 -         -10,000
1,620     20,000 830,594   810,594

420,000   1,000,000 770,000   -230,000 分野活動・勉強会など

-         40,000 10,233    -29,767 講師料等に伴う

②
967,140   1,000,000 959,830   -40,170
195,410   200,000 107,625   -92,375 香典等、他団体会費・会合参加費等

43,456    200,000 121,228   -78,772 理事会、各種会議

559,000   870,000 800,485   -69,515 九州学会参加費・九臨技会議、理事行動費

382,949   500,000 448,720   -51,280 NTT、宅配、切手、ハガキなど

-         -         -         0
-         100,000 -         -100,000

58,468    150,000 101,349   -48,651
165,016   300,000 199,352   -100,648 コピーカウント料

806,297   800,000 710,390   -89,610 家賃、電気、水道

25,585    30,000 25,795    -4,205 会員849名×30円

31,071    100,000 53,465    -46,535 手続き費用・合鍵等

36,200    30,000 29,750    -250 源泉徴収、県税など

6,036,878 10,000,000 9,385,415 -614,585
2,228,011 0 (427,353) -427,353

7,257,126
6,829,773

R4年期首残高
R5年期首残高

九州支部負担金
雑費

租税公課

経常費用計
当期増減額

光熱水料賃借料

管理費
給与手当

福利厚生費
会議費

旅費交通費
通信運搬費
減価償却費

消耗什器備品費
消耗品費

印刷製本費

給与手当
諸謝金
会議費

旅費交通費
通信運搬費
消耗品費

印刷製本費
賃借料

雑費
分野活動研究費

租税公課

渉外活動費

事業費

県会員費収入
事業収入

事業収入
補助金等収入

助成金収入
受託収入

雑収入
受取利息
雑収入

経常収益計
（２）経常費用

賛助会員会費収入

　令和4年度　収支決算書
令和4年4月1日～令和5年3月31日

予算額 決算額 増減
（対予算額）

備考Ⅰ一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益

入会金収入
入会金

会費収入
正会員会費収入

前年度決算
（令和3年度）



第2号議案　令和4年度会計報告

（単位：円）

　①
- - - 115,000 115,000

②
- - - 4,385,000 4,385,000
- - - 880,000 880,000
- - - - 0

③
- - 715,000 - 715,000

④
500,000 - 100,000 - 600,000

- 1,641,836 - - 1,641,836
⑤

- - - 81 81
- - 200,261 420,884 621,145

500,000 1,641,836 1,015,261 5,800,965 8,958,062

①
100,000 150,000 10,000 260,000

- 60,495 60,495
- 498,789 71,994 570,783

155,000 - 104,000 259,000
1,344 117,480 681,895 800,719

130,193 854,791 81,317 1,066,301
95,416 246,565 528,165 870,146
302,060 10,000 17,095 329,155

- - - 0
627,000 - 203,594 830,594

- - 770,000 770,000
- - 10,233 10,233

②
959,830 959,830
107,625 107,625
121,228 121,228
800,485 800,485
448,720 448,720

-
- 0

101,349 101,349
199,352 199,352
710,390 710,390
25,795 25,795
53,465 53,465
29,750 29,750

1,411,013 1,877,625 2,538,788 3,557,989 9,385,415
-911,013 -235,789 -1,523,527 2,242,976 -427,353

7,257,126
6,829,773

正会員会費収入

令和4年度　損益計算書

令和4年4月1日～令和5年3月31日

継続事業

生涯教育事業 法人会計 合計健康検査フェスタ
予防啓発事業
日臨技助成事業

精度管理事業Ⅰ一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
入会金収入

入会金
会費収入

（２）経常費用

賛助会員会費収入
県会員費収入

事業収入
事業収入

補助金等収入
助成金収入
受託収入

雑収入
受取利息
雑収入

経常収益計

分野活動研究費

事業費

給与手当
諸謝金
会議費

旅費交通費
通信運搬費
消耗品費

印刷製本費
賃借料

渉外活動費
雑費

光熱水料賃借料

租税公課

管理費
給与手当

福利厚生費
会議費

旅費交通費
通信運搬費
減価償却費

消耗什器備品費
消耗品費

印刷製本費

R5年期首残高

九臨技負担金
雑費

租税公課
経常費用計
当期増減額

R4年期首残高
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金額

1 流動資産

① 現金 一般会計
127,298

特別会計 0

② 貯金

普通預金
琉球銀行　古島支店
135-420 7,482,475

   〃
琉球銀行　真栄原支店
449-472 4,300,957

2 固定資産

① 基本財産 0

② 特定資産（学会準備金） 0

③ その他固定資産 0

11,910,730

1 流動負債

① 未払い金

② 前受金 0

0

780,000

0

2 固定負債

① 事業費 学会等準備金・事務所設立資金 4,300,957

5,080,957

6,829,773正味財産

令和4年度　財産目録
令和5年3月31日

科目 細目

Ⅰ　資産の部

資産合計

Ⅱ　負債の部

令和5年度会費

令和5年度賛助会員費

令和5年度広告費

負債合計

令和5年度入会費



第2号議案　令和4年度会計報告

（単位：円）

科目 金額 科目 金額

Ⅰ　資産の部 Ⅱ　負債の部

　　1.流動資産 　　1.流動負債

　　　　①未払い金 0

　　　　①現金 127,298 　　　　②前受金 780,000

　　　　②預金 11,783,432 　流動負債計 780,000

　流動資産計 11,910,730 　　2.固定負債

　　　　①事業費 4,300,957

　　2.固定資産 　固定負債計 4,300,957

　① 基本財産 0 負債合計 5,080,957

　② 特定資産（学会準備金） 0

　③ その他固定資産 0 Ⅲ　正味財産の部

　　1.指定正味財産

　固定資産計 0 　　　　①補助金 0

　　　　②受取利息 0

　指定正味財産計 0

　　2.一般正味財産

　一般正味財産計 6,829,773

　　（うち基本資産への充当額）

　　（うち特定資産への充当額）

正味財産計 6,829,773

資産合計 11,910,730 負債及び正味財産合計 11,910,730

令和4年度　貸借対照表
令和5年３月31日現在



令和5年3月31日 まで）の概要】

１．公益目的財産額 7,327,965 円

２．当該事業年度の公益目的収支差額（①＋②－③） 6,036,453 円

【別紙２：公益目的支出計画実施報告書】

２．公益目的支出計画実施報告書

【 令和 4 年度（ 令和4年4月1日 から

①前事業年度末日の公益目的収支差額 4,889,651 円

②当該事業年度の公益目的支出の額 3,288,638 円

③当該事業年度の実施事業収入の額 2,141,836 円

【公益目的支出計画の状況】

公益目的支出計画の
完了予定事業年度の末日

①．計画上の完了見込み 令和6年3月31日

②．①より早まる見込みの場合

３．当該事業年度末日の公益目的財産残額 1,291,512 円

４．２の欄に記載した額が計画に記載した見込み額と異なる場合、その概要及び理由注

当該年度も新型コロナウィルス感染拡大は収束せず自粛せざるを得ない事業もあったが、昨年度と比較し大幅に公益目的支出計画を
進める事ができた。次年度、計画を完了できるように遂行する予定。

注：詳細は、別紙様式に個別の実施事業等ごとに記載してください。

前事業年度 当該事業年度 翌事業年度

計画 実績 計画 実績 計画

公益目的収支差額 6,300,000 円 4,889,651 円

公益目的財産額 7,327,965 円 7,327,965 円

6,930,000 円 6,036,453 円 7,327,965 円

円 7,327,965 円 7,327,965 円7,327,965

実施事業収入の額 2,200,000 円 2,146,530 円

公益目的支出の額 2,830,000 円 2,272,530 円

2,200,000 円 2,141,836 円 2,200,000 円

円 3,288,638 円 2,597,965 円2,830,000

円 1,291,512 円 0 円

※前事業年度及び当該事業年度の計画及び実績の額、翌事業年度の計画の額を記載してください。

公益目的財産残額 1,027,965 円 2,438,314 円 397,965
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令和 5年度 事業計画 

 

5月 8日から新型コロナウイルス感染症がこれまでの 2類相当から 5類へと移行されるの

に伴い、規制が緩和されつつあります。今年度は沖臨技としましても、with コロナを前提に

是非とも以前のような対面での活動を活発に行って参る所存であります。 

今年度の大きなイベントの一つとしては「沖臨技創立 70周年記念式典・祝賀会」の開催

があります。沖臨技は 1950年 9月 30日に結成され、今年で 73年目を迎えますが、昨年

度はその開催は見送られ、ここに来て漸く 7月 1日に開催する運びとなりました。この 3年

間に叙勲受章者が 5名おられ、その他祝賀会をされてない多くの受賞者を含め、盛大に開

催する予定です。是非とも多くの会員及び賛助会員の皆様のご参加を心よりお待ち申し上

げます。 

今年度も重点課題としまして、まず「タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習

会」の開催が挙げられます。昨年度は 5回（修了者 282名）実施され、今年度は 4月 29日

に第 6回目を終え、沖縄県においては、5月 1日現在合計 336名（全会員の約 4割弱）の

方が終了されております。講習会開催については、予算の関係上、定員 60名に対しまして

最低 50名以上の参加者が集まらない場合開催が中止になるとされており、毎回受講生を

集めるのに四苦八苦しております。是非、未受講の会員の皆様には早めの受講をお願いし

たいと存じます。幸い今年度から、受講生募集が全国 47都道府県対象となりましたため、

県外からも多くの方々が応募していただけることを期待しております。そして、講習会を終了

された方々は、是非自施設の中で一つでも今出来ることから始めていただき、国が掲げるタ

スク・シフト/シェア事業に貢献していただければ幸いです。 

2024年より臨床検査技師養成課程の見直しにより、臨地実習受入れ施設においては、1

名以上の臨地実習指導者を配置することが義務付けられます。現在沖縄県においては、臨

地実習を受け入れている施設のうち、あと 2施設がまだ臨地実習指導者講習会を受けられ

ていないようですので、早めの受講をお願い致します。今年 1月からは一施設当たり二名

以上の受講（但し、受講料 3,000円要する）が可能となっております。将来、有望な臨床検

査技師の育成に是非多くの施設の皆様にご協力をいただければ幸いです。 

 新人研修会に付きましては、今年 9月に 4年ぶりに対面での研修会を予定しております。

過去 3年間実施されておりませんでしたので、今回の対象者は 4月に入職した 1年目から

入職 4年目の方々（約 120名）を対象としますため、従来の宿泊研修は取りやめ、座学＋

交流会というスタイルで実施予定です。是非、この機会に横のつながりを深めていただけれ

ば幸いです。 

11月には、昨年同様「検査と健康展」を予定しております。広く県民（特に中・高校生）へ

アピールし、多くの子供たちに興味を持ってもらえるよう、様々な企画を考えていきたいと思

います。また、昨年度から始めました「ひまわり奨学金」に関しては、残念ながら昨年度は応

募者がなく、そのため対象者の条件を緩くして、再度県内の高等学校へは案内をかけてお

ります。この件に関しましては、健康展の場でもアピールし、将来沖臨技を背負って立つよう

な優秀な人材獲得に注力していく所存です。 
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肝心かなめの学術活動については、漸く以前のように対面での研修会開催が可能となっ

てきますので、各分野の役員の皆様、是非日臨技の助成事情も上手く利用しつつ、活発な

学術活動を再開させていただけますよう、宜しくお願い致します。開催方式に付きましては、

現地開催をメインにWebの併用も取り入れつつ、多くの会員皆様が参加しやすいよう工夫

していただきたいと存じます。また、今年度の沖縄県医学検査学会は、7月 2日（70周年記

念式典・祝賀会の翌日）に開催予定です。特別講演としては、宮島会長から臨床検査技師

の将来展望についてご講演を賜ります。教育講演としては、丸田副会長からタスク・シフト/

シェアに関しての現状と課題等についてご教授いただく予定です。久しぶりの対面のみで

の県学会となりますため、是非多くの会員もしくは賛助会員の皆様のご参加をお願い致しま

す。 

最後になりますが、漸くコロナ禍も明け、With コロナ（もしくは after コロナ？）の時代を迎

えようとしております。またいつパンデミックが起こるかも知れませんが、感染防止対策は手

を緩めず十分講じた上で、これまで培ってきたコロナ禍の教訓を活かしつつ、技師会活動を

推進していかなければなりません。我々臨床検査技師の更なる地位向上を目指して取り組

んでいく所存でございます。会員並びに賛助会員の皆様方のさらなるご協力を宜しくお願い

いたします。 

 

  一般社団法人沖縄県臨床検査技師会 会長 手登根 稔 
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【総務関係】 

1. 組織運営の強化 

1） 日臨技、九州支部、各都道府県技師会との連絡・連携体制の構築及び維持 

2) 会員数の増加が横ばい状態に推移しつつあり、引き続いての継続会員の維持及び新入・再入会

員確保に努める 

3）日臨技企画講習会の効率的な稼働及び各種認定技師制度の啓蒙・取得促進をはかる 

 4）行政庁、他医療関連団体との交流を密にし、連携をはかる 

 5）財務管理の徹底と強化。 

 6）各種委員会の円滑運用の補助 

 7）沖臨技 70周年記念誌の発刊 

 

2. 情報、連絡網の強化 

1） 定期便の活用（会員および賛助会員への情報提供） 

2）会員名簿の適正管理と有効活用 

 3）先島地区の情報共有と学術支援  

 4）日臨技会員専用サイトの活用普及と情報更新の促進 

  

3. 広報活動 

1）沖臨技ホームページの充実（円滑運用、情報発信の強化）のための補助 

 2）各種メディアの活用 

 

4. その他 

   1）公益目的支出の計画的運用 

   2）事務員の効果的業務運用と就業環境整備 

   3）沖臨技会誌の継続発行 

   4）各賞受賞及び 70周年記念祝賀会の開催 

5） 渉外、学術と協働した事業の推進 

6）日本臨床検査技師連盟沖縄県支部活動への協力 

7）withコロナ(afterコロナ)における行政、関係団体との共同活動への参画 
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【渉外関係】                                                                 

・2023年度日臨技九州支部医学検査学会（第 57回）開催（担当：佐賀県）に向けた県内の啓発活動 

 日時：2023年 10月 21日（土）・22日（日）  会場：佐賀市文化会館（佐賀県） 

  

・第 12回新人宿泊研修会の開催 

コロナ禍により過去 3年間実施できていない事業だが、今年度は現地点で下記の日程と内容で実施す 

る方向で調整している。 

 日時：2023年 9月 9日（土）14時～20時 30分 

 場所：沖縄産業支援センター 中ホール 

 受講対象者：入職 1～4年目の臨床検査技師（約 120名見込む） 

  内容：2023年 5月 8日からコロナウイルス感染症が 2類から 5類へ引き下げられる状況だが、感 

染面から宿泊に関しては回避せざるをえないため、内容は座学を主体にケータリングで交流 

会を加える形で実施する。 

※沖縄県内の感染状況によっては、Web開催も視野に入れる。 

 

・タスク・シフト／シェアに関する厚生労働大臣指定講習会開催受講に向けた県内の啓発活動 

2023年 5月 1日現在、第 6回まで開催を終え、今後下記の日程で開催を予定しており、約 600名の 

沖縄県内の受講者数を目指している。2023年 4月から他県での受講が可能になり、早めの受講をお

願いしたい。 

＜タスク・シフト／シェアに関する厚生労働大臣指定講習会 R5年度開催予定日＞ 

 第 7回（2023年 7月 16日）、第 8回（2023年 9月 23日）、第 9回（2023年 10月 8日）、 

 第 10回（2024年 2月 11日） 

 

・公共事業の継続 

1）なごみ会主催第 10回県民健康フェア 2023年への参加（8月予定） 

2）日臨技公益委託事業 全国「検査と健康展」2023の開催（11月予定） 

3）ピンクリボン沖縄 2023への協力（10月予定） 

4）県民健康公開講座（健康運動指導士会主催）への協力 

 

・他医療団体との連携活動  

1）各種関連団体主催行事などへの参加協力 

2）沖縄県保健医療連合（なごみ会）や沖縄県医療推進委員会への参加 

3）沖縄県公衆衛生協会、小児保健協会への協力 

4）関連団体の新年会、祝賀会等への参加 

 

・その他 

 沖縄県臨床検査技師会発展のための事業等 
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【学術関係】 

1. 令和 5年度第 58回 沖縄県医学検査学会 

・会期：令和 5年 7月 2日（日） 

・会場：琉球大学医学部臨床講義棟・保健学科棟（現地開催のみ） 

・学会テーマ：「臨床検査のリスキリング～コロナ禍を経て～」 

・学会長：宮里 泰山（沖縄県立中部病院） 

・実行委員長：山内 恵（琉球大学病院） 

・事務局長：田盛 仁（沖縄県立中部病院） 

特別講演：宮島 喜文（一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 代表理事会長） 

教育講演：丸田 秀夫（一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 代表理事副会長） 

一般演題：24演題（予定） 

ランチョンセミナー：4社 

2. 部門別検査研究の運営 

今年度も日臨技に準じて、9 部門 14 分野の学術活動（研修会・講演会等）で運営して行く。また、

沖縄県医師会精度管理調査委員会から実行委員長、副実行委員長も、数年前から学術委員として位置

付けている。 

＜部門別検査研究分野＞ 

部門 分野 

1. 生物化学分析 1) 臨床化学検査                 

2) 免疫血清検査 

2. 臨床生理 1) 神経生理検査 

2) 循環・呼吸生理検査 

3) 画像診断検査 

3. 病理・細胞 1) 病理検査 

2) 細胞検査 

4. 臨床一般 一般検査 

5. 臨床血液                  血液検査                   

6. 臨床微生物 微生物検査 

7. 輸血細胞治療                輸血検査 

8. 遺伝子 遺伝子検査 

9. 臨床検査総合 1) 検査管理 

2) 医療情報 

＜精度管理調査委員会＞ 

実行委員長 副実行委員長 

 

3. 令和 5年度（第 39回）沖縄県医師会臨床検査精度管理調査の実施 

   県内の約 90施設を対象に、今年度同様、生化学、免疫・血清検査、微生物検査、血液検査、一般

検査、輸血検査、生理検査、病理、細胞検査の 9分野について実施予定（8月頃予定）。 
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4. 第 72回日本医学検査学会 in GUNMAの開催 

開催形式：現地開催＋事後オンデマンド配信  

会期：［現地］令和 5年 5月 20日(土)～5月 21日(日)  

   ［事後オンデマンド配信］令和 5年 6月 1日（木）～ 6月 30日（金） 

会場：Gメッセ群馬・高崎芸術劇場 

テーマ：「臨床検査技師“愛”～この素晴らしき仲間と未来～」 

 

5. 2023年度九州支部医学検査学会 in佐賀（第 57回）の開催 

開催形式：現地 

会期：令和 5年 10月 21日（土）～ 22日（日） 

会場：佐賀市文化会館（佐賀市日の出 1-21-10） 

 

6. 沖臨技新人研修会の開催（予定） 

 日時：令和 5年 9月 9日（土） 

   場所：沖縄産業支援センター（沖縄県那覇市小禄 1831-1） 

対象：入職 1～4年目の臨床検査技師（約 120名見込む） 

※技師会の組織・各業務内容の説明、技師連盟、各学術分野長によるレクチャーと新人の交流会 

 

7. 機関誌の発行 

今年度も学会誌を含んだ沖縄県臨床検査技師会誌第 59巻を発刊する。論文や学術関連、啓発活 

動などの年間行事だけでなく、引き続き一般会員に反映できる場として位置づけていきたい。 

 

8. 各種研修会 

日臨技からの 1 研修会につき 5 万円の助成金制度に関しては、今年度も最大 20 研修会に対して支

給される見込みであるため（Web のみの開催も対象）、昨年度は 2 研修会を実施することができな

かったが、この助成金制度を最大限に活用して充実した研修会を開催していきたい。 

 

9. 部門長会議の継続 

学術理事、部門長、分野長を含めた学術会議は年数回開催しているが、昨年度の開催数は 4回であ

った。今年度は奇数月の第 4水曜日を学術会議開催日とし、積極的に開催していきたい。 



第3号議案　令和5年度予算

令和5年4月1日～令和6年3月31日

100,000 72,500 100,000 ￥2,500×40名

4,300,000 4,250,000 4,300,000 ￥5,000×860名

1,100,000 980,000 800,000 ￥20,000×40社

- 5,000 -

500,000 - 3,000,000 県学会参加費、広告等

800,000 750,000 1,000,000 健康展、研修会

1,500,000 1,646,530 1,500,000 医師会精度管理事業

10 59 10

109,990 560,800 299,990 放技家賃立替分など

8,410,000 8,264,889 11,000,000

200,000 260,000 300,000

100,000 - 100,000

700,000 507,220 1,000,000 弁当など

400,000 49,000 600,000 行動費など

200,000 126,515 200,000 発送費など

1,000,000 943,571 1,300,000 精度管理試薬など

700,000 365,695 700,000 学会抄録集

630,000 92,665 1,150,000 学会、式典、祝賀会

10,000 - 10,000

20,000 1,620 20,000

1,000,000 420,000 1,100,000

40,000 - 20,000

1,000,000 967,140 920,000

100,000 195,410 150,000

200,000 43,456 200,000

400,000 559,000 800,000

350,000 382,949 350,000

- - -

100,000 - 100,000

100,000 58,468 100,000

200,000 165,016 1,000,000 創立70周年記念誌

800,000 806,297 800,000

30,000 25,585 10,000

100,000 31,071 50,000

30,000 36,200 20,000

8,410,000 6,036,878 11,000,000

- 2,228,011 -

経常費用計 10,000,000

当期経常増減額 -

令和5年度予算書（比較表）
令和5年3月作成

印刷製本費 300,000

光熱水料賃借料 800,000

九臨支部負担金 30,000

雑費 100,000

租税公課 30,000

旅費交通費 870,000

通信運搬費 500,000

減価償却費 -

消耗什器備品費 100,000

消耗品費 150,000

② 管理費

給料手当 1,000,000

福利厚生費 100,000

会議費 200,000

賃借料 800,000

渉外活動費 10,000

雑費 20,000

分野活動研究費 1,000,000

租税公課 40,000

会議費 630,000

旅費交通費 400,000

通信運搬費 200,000

消耗品費 1,000,000

印刷製本費 1,300,000

経常収益計 10,000,000

（２）経常費用

① 事業費

給料手当 200,000

諸謝金 120,000

助成金収入 800,000

受託収入 1,500,000

⑤ 雑収入

受取利息 10

雑収入 199,990

賛助会員会費収入 1,100,000

県会員費収入 -

③ 事業収入

事業収入 2,000,000

④ 補助金等収入

（１）経常収益

① 入会金収入

入会金 100,000

② 会費収入

正会員会費収入 4,300,000

R3年予算
前年度

R3年決算
R4年予算 R5年予算 備考Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部



第3号議案　令和5年度予算

（単位：円）

　①
0 0 0 100,000 100,000

②
0 0 1,300,000 3,000,000 4,300,000
0 0 0 800,000 800,000
0 0 0 0 0

③
0 0 3,000,000 3,000,000

④
500,000 0 500,000 1,000,000

0 1,500,000 0 0 1,500,000
⑤

0 0 0 10 10
0 0 0 299,990 299,990

500,000 1,500,000 4,800,000 4,200,000 11,000,000

①
100,000 100,000 100,000 300,000
10,000 0 90,000 100,000
30,000 530,000 440,000 1,000,000
200,000 0 400,000 600,000
10,000 90,000 100,000 200,000
30,000 1,000,000 270,000 1,300,000
100,000 500,000 100,000 700,000
450,000 0 700,000 1,150,000
10,000 0 0 10,000
20,000 0 0 20,000

0 0 1,100,000 1,100,000
5,000 0 15,000 20,000

②
920,000 920,000

- 0
150,000 150,000
200,000 200,000
800,000 800,000
350,000 350,000

0 0
100,000 100,000
100,000 100,000

1,000,000 1,000,000
800,000 800,000
10,000 10,000
50,000 50,000
20,000 20,000

965,000 2,220,000 3,315,000 4,500,000 11,000,000
-465,000 -720,000 1,485,000 -300,000 0当期増減額

光熱水料賃借料
九臨技負担金

雑費
租税公課

経常費用計

旅費交通費
通信運搬費
減価償却費

消耗什器備品費
消耗品費

印刷製本費

租税公課

管理費
給料手当
役員報酬

福利厚生費
会議費

消耗品費
印刷製本費

賃借料
渉外活動費

雑費
分野活動研究費

事業費

給料手当
諸謝金
会議費

旅費交通費
通信運搬費

受託収入
雑収入

受取利息
雑収入

経常収益計
（２）経常費用

賛助会員会費収入
県会員費収入

事業収入
事業収入

補助金等収入
助成金収入

１．経常増減の部
（１）経常収益

入会金収入
入会金

会費収入
正会員会費収入

令和5年度　予算書
令和5年4月1日～令和6年3月31日

継続事業

生涯教育事業 法人会計 合計検査と健康展
予防啓発事業
日臨技助成事業

精度管理事業Ⅰ一般正味財産増減の部



 

 

 

一般社団法人 沖縄県臨床検査技師会 
 
 

組織図 

 

役員（令和 4 年・5 年度） 

 

部門長・分野長・副分野長（令和 4 年・5 年度） 

 

日臨技九州支部学術部門長（令和 4 年・5 年度） 
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一般社団法人 沖縄県臨床検査技師会 令和 4 年・5 年度役員(理事・監事) 

 

役職・担当 氏名 施設名 

会長 手登根 稔  浦添総合病院 

副会長（渉外）  山城 篤  那覇市立病院 

副会長（学術）.  宮里 泰山  沖縄県立中部病院 

副会長（総務）  山内 恵  琉球大学病院 

総務（事務局長）  田盛 仁  沖縄県立中部病院 

学術  與那嶺 淳  中部徳洲会病院 

渉外  宮城 和文  琉球大学医学部保健学科 

総務  登川 雅子  友愛医療センター 

学術  原國 督  翔南病院 

総務  牧志 輝  沖縄県立中部病院 

渉外  喜舎場 良香  浦添総合病院 

学術  国仲 伸男  国立病院機構 沖縄病院 

学術  金城 正樹  中頭病院 

総務・会計  立津 千絵  南部徳洲会病院 

学術・離島  八幡 照幸  沖縄県立八重山病院 

総務  玉城 正幸  沖縄協同病院 

渉外  我如古 靖  ハートライフ病院 

学術  仲宗根 雅司  沖縄赤十字病院 

総務  花木 美香  沖縄県立北部病院 

総務  喜納 はるみ  中部地区医師会立成人病検診センター 

監事  多和田 真順  おもろまちメディカルセンター 

監事  屋我 栄  アドベンチストメディカルセンター 

 

一般社団法人 沖縄県臨床検査技師会 令和 4 年・5 年度顧問 

 

徳本 弘 宮城 景正 仲程 昭子 松川 正男 

 



学術関連役職 
【令和 4・5 年度 沖縄県臨床検査技師会 検査研究理事・部門長・分野長・副分野長】 

副会長（学術担当） 【理事】   宮里 泰山（沖縄県立中部病院） 

理事（学術担当） 【理事】   国仲 伸男（国立病院機構 沖縄病院） 

部門長 分野長 副分野長 

 
生物化学分析    川尻 洋行 

（琉球大学病院） 

臨床化学検査    大田 一生 
（那覇市立病院） 

臨床化学検査     伊計 義人 
（沖縄県立中部病院） 

免疫血清検査       大城 祐馬 
（沖縄県立宮古病院） 

免疫血清検査   座喜味 秀斗 
 （沖縄赤十字病院） 

 
 
臨床生理       松田 英世 
（中部協同病院、 
沖縄ソノグラファーサポート） 

神経生理検査    平良 慎也 
 （中頭病院） 

神経生理検査      原國 督
【理事】     （翔南病院） 

循環・呼吸生理検査 澤岻 かすみ 
（浦添総合病院） 

循環・呼吸生理検査  平良 大輝 
（沖縄赤十字病院） 

画像診断検査     東盛 明奈 
（浦添総合病院） 

画像診断検査      田仲 康彦  
（那覇市立病院） 

 
病理細胞          知花 宗仙 

（中部徳洲会病院） 

病理検査          嵯峨 彰太 
 （那覇市立病院） 

病理検査        大竹 賢太郎 
（中部地区医師会立検診センター） 

細胞検査          新垣 善孝 
（沖縄県立中部病院） 

細胞検査          石橋 和磨 
 （沖縄県立宮古病院） 

 
 
臨床一般         東江 賢吾 

（那覇市立病院） 

 
 
一般検査          大城 春奈 

（浦添総合病院） 

一般検査         北村 文太 
(沖縄県立南部医療センター) 

一般検査         玉城 和朗 
（沖縄県立北部病院） 

一般検査         服部 琴ノ 
（琉球大学病院） 

 
臨床血液        山野 健太郎 

（浦添総合病院） 

 
血液検査          松田 賢也 
（沖縄県立南部医療センター） 

血液検査          新垣 和史 
（沖縄県立八重山病院） 

血液検査          仲村 紗智 
 （沖縄赤十字病院） 

 
 
臨床微生物        八幡 照幸
【理事】 （沖縄県立八重山病院） 

 
 
微生物検査      上地 あゆみ 

（琉球大学病院） 

微生物検査      平良 ひかり 
（那覇市立病院） 

微生物検査      喜納 莉華子 
（沖縄県立八重山病院） 

微生物検査        久場 謙也
（中頭病院） 

 
輸血細胞治療      屋宜 宣直
（沖縄県立南部医療センター） 

 
輸血検査        仲宗根 雅司
【理事】  （沖縄赤十字病院） 

輸血検査         又吉 拓 
（琉球大学病院） 

輸血検査       知念 大介 
（沖縄県立八重山病院） 

遺伝子            上地 幸平 
（琉球大学病院） 

遺伝子検査        崎浜 美紀 
 （琉球大学病院） 

遺伝子検査     宮城 良考 
（中頭病院） 

 
臨床検査総合      金城 和美 

（琉球大学病院） 

検査管理         金城 正樹
【理事】     （中頭病院） 

 

医療情報          與那嶺 淳
【理事】  （中部徳洲会病院） 

 

【令和 4・5 年度 日臨技九州支部部門長】 

臨床一般 金城 和美（琉球大学病院） 

【令和 4 年度 沖縄県医師会臨床検査精度管理調査委員会】 

実行委員長 副実行委員長 

【理事】 宮里 泰山（沖縄県立中部病院） 山野 健太郎（浦添総合病院） 

 



令和 4 年・5 年度 日臨技九州支部学術部門長 

 

 

 

 
     支部長：倉重 康彦（福岡県） 
 
     副支部長（学術部長）：田中 信次（熊本県） 

 
 
 

 
 

部門 所属県 氏名 施設名 

生物化学分析 福岡 松本 佳隆  福岡徳洲会病院 

臨床一般 沖縄 金城 和美  琉球大学病院 

臨床血液 鹿児島 波野 真伍  鹿児島医療センター 

臨床微生物 福岡 堀内 寿志  福岡市民病院 

輸血細胞治療 佐賀 山田 麻里江  佐賀大学医学部附属病院 

病理細胞 熊本 石原 光浩  熊本大学病院 

染色体・遺伝子 大分 八尋 隆明  大分大学医学部附属病院 

臨床生理 長崎 谷口 明子  長崎みなとメディカルセンター 

臨床検査総合 宮崎 佐々木 高太郎  都城健康サービスセンター 

 



 

 

 

一般社団法人 沖縄県臨床検査技師会  

 

 

令和５年度会員名簿 

 

令和５年度賛助会員名簿 

 

協賛会社広告 

 

編集後記 

沖縄県立中部病院 田盛 仁 



社名 / 担当者 〒 / 住所 / eメール 　ＴＥＬ / ＦＡＸ

ラジオメーター（株） 〒８９２－０８４７ ０９９－２２７－９３８３

鹿児島営業所 鹿児島市西千石町１１－２５　鹿児島フコク生命高見馬場ビル ０９９－２２７－９３８４（F）

島袋　賀郎 Yoshiro.Shimabukuro@radiometer.co.jp

（株）ダイコー沖縄 〒９０１－２２２３ ０９８－８９０－２２２３

　 宜野湾市大山７丁目９番２号 ０９８－８９０－２２２１（F）

城間　信助 shiroma16a@forestg.jp

日本電子（株） 〒８１２－００１１ ０９２－４１１－２３８１

　 福岡市博多区博多駅前２－１－１　福岡朝日ビル５Ｆ ０９２－４７３－１６４９（F）

加藤　治 tkatou@jeol.co.jp

(株)ＬＳＩメディエンス 〒９００－００２１ ０９８－８３３－８５２８

　 那覇市泉崎２－２－７－２階 ０９８－８３３－８５４０（F）

丹治　俊幸 tanji.toshiyuki@mv.medience.co.jp

フクダ電子西部南販売（株） 〒９０１－２１０１ ０９８－８７７－８１１１

沖縄営業所　所長 浦添市西原５－４－３０ ０９８－８７７－８８０２（F）

下地　哲夫 tetsuo.shimoji@fukuda.co.jp

（株）スズケン沖縄薬品 〒９０１－１１０５ ０９８－８３５－６７７０

　 南風原町字新川436-1 ０９８－８３５－６７６７（F）

比嘉　達二 t.higa@suzukenokinawa.co.jp
沖縄キヤノンメディカルシステムズ（株） 〒９００－００３６ ０９８－８６８－７２１２

　 那覇市西１－１９－９タイラビル４Ｆ ０９８－８６８－９６８４（F）

山城　隆一 ryuichi.yamashiro@medical.canon
富士フイルムヘルスケア（株） 〒９０１－２１１１ ０９８－８７６－１８５１

沖縄営業所　 浦添市経塚７７５－１０２ ０９８－８７９－４４４２（F）

船戸　宣行 yoshiyuki.funato.gw@fujifilm.com

栄研化学（株） 〒８１０－０００１ ０９２－７５１－２２２７

　 福岡市中央区天神４－２－２０天神幸ビル６階 ０９２－７１１－７０８５（F）

大塚　紳時 Shinji_Otsuka@eiken.co.jp

（株）琉薬　 〒９０１－２６８６ ０９８－８７８－３１１１

　 浦添市牧港５丁目６番５号 ０９８－８７８－１２２４（F）

當銘　勇人 toume@ryuyaku.co.jp

富士フイルム和光純薬（株） 〒８１３－００６２ ０９２－６２２－１００５

九州営業所 福岡市東区松島３－２２－３０ ０９２－６２１－９３４５（F）

宮本　敏昭 toshiaki.miyamoto@fujifilm.com

（株）沖縄メディコ 〒９０１－２１２２ ０９８－８７６－５２８０

　 浦添市勢理客三丁目３番１１号 ０９８－８７３－３４５７（F）

與那嶺　誠 okime31@okinawa-mediko.com
ロシュ・ダイアグノスティックス(株) 〒８１２－００１１ ０５０－３８５１－３６６５

福岡市博多区博多駅前１－４－４ＪＰＲ博多ビル１２Ｆ ０９２－４６１－１０２５（F）

藤田　英聖 eisei.fujita@roche.com

関東化学（株） 〒８１２－０００７ ０９２－４１４－９３６１

　 福岡市博多区東比恵２－２２－３ ０９２－４１４－９３５６（F）

奥田　浩 okuda-hiroshi@kanto.co.jp

日水製薬㈱西日本営業所 〒１１０－８７３６ ０７０－２６４９－９９１４

福岡営業課 東京都台東区上野3丁目24番6号　上野フロンティアタワー20Ｆ ０３－５８４６－５６２９（F）

冨吉　要一 y-tomiyoshi@nissui-pharm.jp

アボットジャパン合同会社 〒８１２－００３９ ０９２－２９１－６６５１

診断薬・機器事業部 福岡市博多区冷泉町５－３２オーシャン博多ビル４Ｆ ０９２－２９１－４６９３（F）

日高　均 hitoshi.hidaka@abbott.com

賛助会員名簿



社名 / 担当者 〒 / 住所 / eメール 　ＴＥＬ / ＦＡＸ

賛助会員名簿

（株）シノテスト 〒８１２－００１３ ０９２－４７３－０２６１

福岡市博多区博多駅東３－１２－２４　博多駅東ＱＲビル５階 ０９２－４７４－０１２６（F）

宮城　年男 toshio.miyagi@shino-test.co.jp
アークレイマーケティング（株） 〒８１０－００７３ ０５０－５５２７－９２９０

福岡市中央区舞鶴１－１－３　リクルート天神ビル４Ｆ ０９２－７３１－１０３０（F）

安部　将輝 abem@arkray.co.jp

（株）中央医療器 〒９０１－１１１４ ０９８－８８８－００７０

　 島尻郡南風原町字神里４０９－５ ０９８－８８８－３９１９（F）

比嘉　健作 higa@chuoiryoki.co.jp

シスメックス（株） 〒８１２－００１６ ０９２－４１１－４３１４

福岡支店 福岡市博多区博多駅南４丁目９－２４ ０９２－４７４－３８６２（F）

木下　勇一 Kinoshita.Yuichi@sysmex.co.jp

（株）ミズホメディー 〒８４１－００４８ ０９４２－８４－５４９４

営業企画部　営業推進課 佐賀県鳥梄市藤木町５番地４号 ０９４２－８４－５４９０（F）

藤田　義広 y-fujita@mizuho-m.co.jp

オーソ・クリニカル・ 〒８１２－００１３ ０１２０－０３－６５２７

　　ダイアグノスティックス（株） 福岡市博多区博多駅東２－１４－１ スフィンクスセンター８Ｆ

山下　直人 naoto.yamashita@orthoclinicaldiagnostics.com

（株）アトル 〒９０１－１３０４ ０９８－８８２－８８２５

メディカル営業部　試薬グループ 与那原町字東浜８２－１　 ０９８－８８２－８８２１（F）

花田　友一郎 276297hanada@mediceo-gp.com

沖縄メディックス（株） 〒９０１－１１１７ ０９８－８８８－３６８８

島尻郡南風原町字津嘉山１５８２ ０９８－８８８－３６６９(Ｆ)

宮城　恒靖 haisai@seikonet.jp

（株）カイノス 〒８１２－００１３ ０９２－４４１－６９９６

福岡営業所 福岡市博多区博多駅東１－１４－３４　博多ＩＣビル５Ｆ ０９２－４４１－６９９７（F）

岩﨑　睦生 iwasaki-mu@kainos.co.jp

ニットーボーメディカル（株） 〒８１０－０００１ ０８０－２０７９－１１６４

西日本営業部　九州エリア 福岡県福岡市中央区天神3丁目10番20号　ＫＧ天神ビル東305号 ０６－６２０８－４９７６（F）

山根　圭介 yamanek@nittobogrp.com

（株）日立ハイテク 〒８１２－００２６ ０８０－９５６４－０２８５

　 福岡市博多区上川端１２－２０　ふくぎん博多ビル４F ０９２－２７１－６３０１（F）

江島　真里 mari.ejima.gc@hitachi-hightech.com

（株）猪原商会 〒９００－００１２ ０９８－８６８－６３７３

沖縄営業所　所長 那覇市泊２丁目４－９ シティハイムとまり1Ｆ ０９８－８６３－３１６０（F）

藤原　陣太 okinawa@inohara.co.jp

アルフレッサファーマ（株） 〒８１２－００２２ ０９２－２８３－６３０６

福岡支店 福岡市博多区神屋町４－５　KS神屋町ビル２F ０９２－２６２－１３６２（F）

大和　仁 hi-yamato@alfresa-pharma.co.jp

デンカ（株） 〒８１２－００１２ ０９２－４１４－７０７１

福岡メディカル営業所 福岡県福岡市博多区博多駅中央街8番20号 ０９２－４１４－７０７３

松本　正彦 masahiko-matsumoto@denka.co.jp

積水メディカル（株） 〒８１２－００１１ ０９２－４５１－０５１１

　 福岡市博多区博多駅前３－２６－２９　九勧ビル２F ０９２－４７４－４１３６（F）

野間　祥暢 yoshinobu.noma@sekisui.com
（株）第一岸本臨床検査センター沖縄 〒９０４－２１４３ ０９８－９２１－１１６４

沖縄市知花６丁目２５－１５ ０９８－９３８－２１２６（F）

下地　昭子 akiko_shimoji@bml.co.jp



社名 / 担当者 〒 / 住所 / eメール 　ＴＥＬ / ＦＡＸ

賛助会員名簿

チェスト(株) 〒８１２－０８５７ ０９２－４３２－１１１０

福岡営業所 福岡市博多区西月隅１－６－６ ０９２－４３２－１１５０（F）

石﨑　琢之 JDT01615@nifty.com

エム・ケイ物産（株） 〒９０１－１１１５ ０９８－８８８－５１１５

代表取締役社長 島尻郡南風原町字山川４７０番地 ０９８－８８８－５１１０（F）

神里　健 mkbussan@basil.ocn.ne.jp

（有）アクア 〒９０１－２１３３ ０９８－８７８－９９１４

　 浦添市城間２－２－１２ ０９８－８７９－８３０７（F）

松本　英明 aqua9914@trust.ocn.ne.jp

極東製薬工業（株） 〒８１２－００３９ ０９２－２８７－９３８５

　 福岡市博多区冷泉町５－３５　福岡祇園第一生命ビル６階 ０９２－２８７－９３８７（F）

土井　康行 doi-yasu@kyokutouseiyaku.co.jp
バイオ・ラッドラボラトリーズ（株） 〒１４０－０００２ ０３－６３６１－７０７０

診断薬営業部 東京都品川区東品川２－２－２４天王洲セントラルタワー２０Ｆ ０３－５４６３－８４８１（F）

谷口　浩司 diag_jp@bio-rad.com  ,   koji_taniguchi@bio-rad.com

（株）ビー・エム・エル 〒９００－００２５ ０９８－８３３－２１５０

沖縄営業所　所長 那覇市壷川３－２－４　拓南ビル３階 ０９８－８３４－０８９７（F）

大嶺　英紀

シーメンスヘルスケア・　 〒１４１－８６７３ ０３－３４９３－８４００

ダイアグノスティクス（株） 東京都品川区大崎1丁目11番1号　ゲートシティー大崎ウエストタワー　5階 ０３－３４９３－９５５１（Ｆ）

村石　　博 Hiroshi.muraishi@siemens-healthineers.com

東洋羽毛九州販売（株） 〒８９０－００６３ ０９９－８１３－５９５０

所長 鹿児島市鴨池1丁目64-25　ウィング鴨池1-Ｂ ０９９－８１３－５９５３（Ｆ）

 東郷　順一 nishimura@toyoumo.co.jp

アイ・エル・ジャパン（株） 〒１０８－００７３ ０３－５４１９－１３０１

東京都港区三田1丁目３－３０　三田神田ビル ０３－５４１９－１３０２（Ｆ）

石田　恵造 kishida@werfen.com

（株） 琉球光和 〒９００－８５１６ ０９８－８６３－１２５１

那覇市西１－２－１６　琉球光和ビル ０９８－８６８－６０００（Ｆ）

仲程　靖

〒１６３－０８０７ ０３－５３２６－７７４７

東京都新宿区西新宿２－４－１　新宿ＮＳビル７Ｆ ０３－５３２６－７１７７（Ｆ）

小倉　進哉 shinya.ogura@abbott.com

（株）テクノメディカ 〒８１２－００１５ ０９２－４８３－７３３３

福岡市博多区山王１－１１－３５ ０９２－４８３－７３３４（Ｆ）

佐藤　信次 s.sato@TechnoMedica.co.jp

ベックマン・コールター（株） 〒１３５－００６３ ０１２０－５６６－７３０

東京都江藤区有明３－５－７　ＴＯＣ有明ウエストタワー ０３－５５３０－２４９２（Ｆ）

ダイアグノスティクス事業推進部

日本光電工業（株） 〒９０１－２１０２ ０９８－８７３－１８２１

沖縄営業所　所長 浦添市前田３－２－１３ ０９８－８７３－１８２０（F）

黒水　大輔 Daisuke_Kuromizu@mb7.nkc.co.jp

（株）イムコア 〒１０５－００２１ ０１２０－１６－４５２１

東京都港区東新橋２丁目４番６号　パラッツオシエナ５Ｆ ０３－５７７７－４５２９（Ｆ）

吹田　純一 jsuita@immucor.com

ミナリスメディカル（株） 〒８１２－００１１ ０９２－４７４－５２２２

九州営業所 福岡市博多区博多駅前３－１８－２８（フクオカＺビル４Ｆ） ０９２－４５２－３３６９（F）

光崎　圭祐 mitsuzaki.keisuke.xmube@minarismedical.com

アボットダイアグノスティ
クスメディカル（株）



社名 / 担当者 〒 / 住所 / eメール 　ＴＥＬ / ＦＡＸ

賛助会員名簿

小林クリエイト（株） 〒１０４－００４１ ０３－３５５３－５８７１

ヘルスケア営業部 東京都中央区新富一丁目１８番１号 ０３－３５５３－２６３５（F）

営業部長　幸田　正和 yukitam@k-cr.jp

Ｈ．Ｕ．フロンティア（株） 〒９００－００３４ ０９８－８６１－６１３１

沖縄営業所 那覇市東町２６－１ ０９８－８６０－８９７１（F）

笹原　忠之 tadayuki.sasahara@hugp.com

（順不同）



 

 
      

 

   

 

栄研化学 株式会社 

沖縄メディックス 株式会社 

株式会社 エムアイディ 

株式会社 沖縄メディコ 

株式会社 シノテスト 

株式会社 中央医療器 

シスメックス 株式会社 

チェスト 株式会社 

東ソー 株式会社 

日本電子 株式会社 

小林クリエイト 株式会社 

 

広告協賛会社 （広告差込順） 

 
 

















改正医療法の遂行をサポート
例えば試薬管理台帳。バーコードスキャナを使って試薬を管理。
台帳の出力まで一貫して管理できます。BioMajestyTMなら
CLALISTMリンクで出庫の自動記録も可能です。

ISO15189に応えるトレーサビリティ
例えばキャリブレーション。BioMajestyTMならCLALISTMリンクで
校正の記録を自動生成。項目には測定試薬のロット情報も記録できます。

JCS-60L CLALISTM/
JCS-60L CLALISTMリンクPlus

臨床検査情報処理システム Clinical Laboratory Advanced LAN Information System

BioMajestyTM は、一般的名称：ディスクリート方式臨床化学自動分析装置、販売名：JCA-BM シリーズ　自動分析装置 クリナライザのことです。

◆ラインナップ
　JCS-60L 臨床検査情報処理システム/ 5User, 9User, 19User, 29User
　JCS-60L/MINI 臨床検査情報処理システム/MINI

◆主要オプション
　CS-67781S/BCT 細菌オプション
　CS-67791S/BLT 輸血オプション
　CS-67821S/WE1 WEBオプション

◆ラインナップ
　JCS-60L/PLUS CLALISTMリンクPlus/60L

本社・昭島製作所　〒196-8558　東京都昭島市武蔵野3-1-2　TEL：（042）543-1111（大代表）　FAX：（042）546-3353
www.jeol.co.jp　ISO 13485 認証取得

JEOLグループは、「理科学・計測機器」「産業機器」「医用機器」の3つの事業ドメインにより事業を行っております。
「理科学・計測機器事業」 電子光学機器・分析機器・計測検査機器　「産業機器事業」 半導体関連機器・産業機器　「医用機器事業」 医用機器



 本年も沖縄県臨床検査技師会誌 第 59 巻を発行す

る事ができました。寄稿くださいました皆様、編集に

携わって頂いた皆様に感謝申し上げます。 

 

 さて突然ですが、皆様は「変化」を望む人でしょう

か、それとも望まない人でしょうか。引越し、就職、

転職、他部署への異動、新しい出会いや仕事、コンビ

ニで普段買わないであろう味の商品を試してみる…。

私はあまり変化を望まない人です。「海外旅行が好き

で年１で行きます♪」と楽しげに話す人を見ると心か

ら尊敬します。それほど臆病な性格な私ですが、自身

の成長のために意識して変化を「受け入れる」ように

はしています。人との出会いもまた大切な変化で、時

には人生に大きく影響を与えるような出会いもあり

ます。「情けは人の為ならず」、「努力が全て実るわけで

はない、しかし天才と呼ばれる人はすべからく努力し

ている」。私がこれまでに出会い、感銘を受けた方々が

座右の銘としているものの一部ですが、今でも時々思

い出しては心の支えとしています。 

 「臨床検査のリスキリング～コロナ禍を経て～」 

今年度の沖縄県医学検査学会テーマです。冒頭で宮里

学会長からご説明があった通り、リスキリングとは、

必要とされるスキルの変化に適用するために新しい

スキルを身に付ける事であります。まさに近年はタス

クシフトや臨時実習指導者の育成等、臨床検査を取り

巻く環境は大きく変わろうとしています。今学会は３

年振りの現地開催であり、就職して間もない技師の方

は初めて経験する人も多いのではないでしょうか。ま

だ現地開催の経験がない方は是非足を運び、新鮮な学

会の空気を感じ、運命的な出会いを探してみてはいか

がでしょうか。 

コロナ禍で苦しんだ事も多いですが PCR 検査の拡

充等進化した面も多いと思います。良く言われますが、

「CHANGEは CHANCE」。これから訪れる様々な変

化も成長の糧とし、患者さんのためにより良い検査を

提供できるように精進したいと思います。 

 

最後に、私のつたない文章も成長の過程として暖か

く見守って頂ければ幸いです。最後までお読みくださ

りありがとうございました。 
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